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オ ー ス トラ リア 連 邦 と先 住 民 ア ボ リジ ニ

ーアボ リジニ政策 と人 々の生活体験に関するノー トー

松 山 利 夫*

A Note on Government Policy and Urban Aborigines' Life Histories in 

                  Adelaide, South Australia

Toshio MATSUYAMA

   Since the first wave of European colonization, Australian 

Aborigines have suffered great damage to their society and traditional 

culture as a result of the repressive Aboriginal policies of the govern-

ment. Such policies, regardless of whether they were formulated by the 

colonial, state or federal government, are discussed first with regard to 

how they affected society as a whole during the last two centuries. 

   Consideration is then given to the contemporary problem of urban 

Aborigines. The prime source for understanding the latters' response to 

recent Aboriginal policies is provided by the life histories of individual 

Aborigine town dwellers which the author collected in Adelaide by 

means of personal interview. Four case studies are examined in detail to 

summarize the response to the common questions involved, namely: 

 1 / Why did you come and live in Adelaide? 

2 / What do you think of Aborigines living in the Outback? 

3 / How would you evaluate the educational programme which you 

   received? 

4 / What does the expression  'New Australian' mean to you? 

5 / What is your opinion of  'multi-culturalism'? 

   Their responses would appear to provide indispensable information 

and are applied to the personal data assembled for analysis and discus-

sion in this paper.
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1.は じめに

皿.オ ース トラリア ・アボ リジニ史の概要

1.植 民初期

2.積 極的隔離から同化へ

3.同 化政策の時代

4.同 化策から多文化主義へ

皿.人 々の体験とアボ リジニ政策

1,プ ロテクターの統制下におかれた

Betty氏

一 積極的隔離から同化政策の時代

(i)Betty氏 の生活体験

(ii)Betty氏 の生活と時代背景

2.リ ザーブから都市へ移動したJudy氏

一 同化政策の時代

(i)Judy氏 の体験

(ii)Judy氏 の生活の背景

3.ア ィ デ ソテ ィテ ィの 葛藤 を 生 きた

Margaret氏

一 同化 政 策 の 時 代

(i)Margaret氏 の 生 活 体験

(11)Margaret氏 の 生 活 の背 景

4,新 しい時 代 を 生 き るElizabeth氏

一 多 文 化 主 義 の 時代

(i)Elizabeth氏 の体 験

(ll)Elizabeth氏 の生 活 の背 景

】V.討 論一 都 市 に生 き る こ と

1.都 市 に住 む こ と

2.辺 境 に住 む 人 々に つ い て

3.学 校 教 育

4.NewAustralianと 多 文 化 主 義

V.ま とめ

1.は じ め に

先住民アボ リジニが,イギ リス系オース トラリア人をホス ト社会とする多民族国家,

オース トラリア連邦の成員になったのは1967年 のことである。その彼らは,1970年 代

中葉か ら主張されは じめた多文化主義のもとで,大 多数を占める都市のアボ リジニを

中心に,80年 代にはあらたな文化の創造を模索 してきた。それはオース トラリア ・ア

ボ リジニ史の1つ の帰結なのかもしれない。彼らはイギ リスからの植民者 と遭遇 して

以来200年 以上にわたってt植 民地政府をは じめ州および連邦政府の政策の もとにお

かれてきたのであ り,そ れによって彼 らの生活文化が失われ,あ るいは大きな改変を

余儀なくされてきたからである。

報告の意図 この報告ではまず,そ うしたアボリジニの生活文化に大きな影響を与

えた主要な政策の概要を,オ ース トラリア ・アボ リジニ史 という枠組みのなかで展望

する。そのうxで,こ こではその時どきの政策に規定されて生きてきた人々,と りわ

け都市に居住することになったアボ リジニの体験を記述しようと思 う。

彼 らは居住地を失い,固 有の言語を失 くし,自 らの生活文化を喪失 した人hで ある。

あるいは彼らは,都 市への移動のために自民族集団からの断絶を余儀なくされた人々

でもある。そ うした都市のアボリジニは,貧 しいヨーロッパ人労働者とかわるところ
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のない,「 固有の文化をもたない人h」 と周囲からも認識され,自 らもそ う認識 して

きた。それは彼らが,辺 境にあって伝統指向的な生活をおくる人々に比べて,よ り直

接的に政策のもとにさらされてきた結果とみられる。

そ うした都市のアボリジニの生活体験の記述は,州 および連邦政府のアボリジニ政

策をアボ リジニの側からあらためてみなおそ うとする試みである。この試みは,都 市

の居住者が,そ れぞれの時代の政策にどのように対応してきたかを明らかにすること

になるだろう。現在の多文化主義政策のもとで,彼 らが都市社会に構築しようとして

いる文化,い わば 「都市のアボ リジニ文化」 も,こ の文脈のなかで把握されるべきも

のと思 う。

こうした試みには,多 様な境遇を生きた数多 くの人hの 生活体験の記述と分析 とが

必要である。しかしここではとりあえず,南 オース トラリア州の州都アデ レー ドで面

接できた うちから4人 の例をとりあげ,人hの 生活体験とアボ リジニ政策とのかかわ

りを,時 代を くぎる政策との対応のなかでみてみたい。それには,被 面接者の発言を

できるだけ忠実に再現 し,ついで各種の体験をもたらした政策を記述することに した。

そのうえでこの4人 をは じめ,様 々な経験をもつ人 々との面接をとおして得た事実を

もとに,彼 らが模索しつつある 「都市のアボリジニ文化」についても考えてみること

にする。ただ し,こ れらはいずれも試みにすぎず,こ れは予備的な調査報告の域をで

るものではない。報告のタイ トルを 「ノー ト」 としたのはそのためである。

皿.オ ー ス トラ リア ・ア ボ リジ ニ史 の概 要

フィ リップ総督にひ きいられたサ プライ号が ボタニー湾 に到着 し,シ ドニー ・コー

プにイギ リスが植民地を開設 したのは,1788年 の ことである。その後オース トラ リア

は1823年 に流刑植民地か らイギ リス領植民地 とな り,1901年 に は オース トラリア連邦

を結成す る。

オース トラ リアが国家 として発足 した この当時,こ の国は現在み るよ うな多民族国

家 の様相をす でに示 していた。た とえぽイギ リス議会が南オース トラ リアの植民に関

して,FoundationActを 制 定 し,南 オ ース トラ リアを「無住 の土地」と規 定 した1834

年 の4年 後,ド イ ツか らの移民 が南 オース トラ リアに移住する。 また1841年 の 自由移

民への囚人割当制度 の廃止 と50年 代 のゴール ド ・ラッシュに ともな う労働力不足 を背

景に,シ ソガポ ールを経 由して多数 の中国人移民 が この大陸に流入す る。 さらに,こ

の頃までに囚人を含 む約5万 人のアイルラン ド人 がお くりこまれ,60年 代 には内陸開
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拓 のた めの ラ クダと ともに多数 の アフガ ソ労働者 の移住 をみたの であ る[IYIOLONY

...

これ らの多様な民族 のオース トラ リアへの移住,と りわけ南オース トラリア植民地

への受け入れに関 しては,日 本 も無関係 ではなか った。南 オース トラ リア植民地政府

は1863年 に 北部特別区(現 在 のノーザ ンテ リ トリー)を 所轄す ると,76年 に は この地

域の開拓 のために 日本人 の移住を勧誘 したのであ った。ただ し,こ れは西南戦争のた

めたち消 えにな った 【クラー ク1978]。

1.植 民 初 期

こ うして多民族国家 として発足 したオース トラ リアY'は,い うまで もな く先住民ア

ボ リジニが含 まれていた。 しか し彼 らは1788年 の 植民開始以後1901年 の連邦結成 まで

の間に,大 陸の各地やタスマニアで,す でに多 くの人hを 失 っていた。

た とえば,ボ タニー湾 を領域に もったEora(Kaddigal)は,1790年 に人 口が3人 に

減少 していた。 あるいは,1804年 に 植民地 とな った タスマニア(1855年 ま でタスマ ニ

アは・ミソデ ィーメソズ ラン ドとよぼれた)で は,1830年 当時,ア ボ リジニ人 口は約

500人 た らず に なって いた 【MoLoNY1988】 。 それ か ら60年 ほ どた った1888年,タ ス

マニア人最後 の女性 トル カニニが死亡 し,純 血の タスマ ニア人は滅亡 した。

そ うしたなか で,タ スマニアを除 く各植民地政府(1850年 代 に各植民地 に自治権が

付与 され る)は 開拓地に小規模 な居留地を設け,ア ボ リジニの保護 と隔離 をすすめ る

ことになる。 しか し,狩 猟採集民 である彼 らに とって,そ れは生計を維持す るに足 ら

なか った。そ の一方で入植者 の土地不足か ら,そ の居留地 はほどな く閉鎖 され,ヨ ー

ロッパか らの入植者に売却 または リースされ る。た とえば南 オース トラ リア植民地 で

は,1860年 に設置 された42の リザ ーブの うち35は,時 をおかず に入植者 に リースされ

た 【SCHWAB1991]。

2.積 極的隔離か ら同化へ

この一連の動きを背景Y',1850年 代から60年代にかけて,キ リス ト教会各派は各地

ノにミッション の建設をはじめる
。 これら初期の ミッションは,ア ボ リジニを定住させ

保護すると同時に従来の狩猟採集にもとつく生活や社会組織の放棄を要求 し,彼 らに

キリス ト教の価値観を植えつけることを目的 とした 【GALE1972:45]。 これが白人 と

の間の抗争を避けるとい う意味でアボリジニの 「保護者」であり得たのは,ほ ぼ20世

紀初めごろまでのこととみられる。その当時,一 般的な白人のアボ リジニ観は,彼 ら
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は自然に 白人社会 に同化す るだろ うとい うものであ った。

このアボ リジニ観を公式に否定 した のが,1911年 に制定 されたAboriginesActで あ

る。すべての アボ リジニとアボ リジニの出自を もつすべ ての人を対 象 とした この法律

は,彼 らの自然 な同化 とい う考え方を否定す る。その うえで,従 来のミッション の経

験に もとつ いて,ア ボ リジニを リザーブY'積 極的に隔離す る こととな った。

そのための行政機関 として,南 オース トラ リア州政府 にはAboriginalDepartment

が設 置 され る。その機関 の長チ ーフ ・プ ロテ クターには,こ の法律に もとついて21歳

未満(後 に18歳 未 満)の アボ リジニの法的後見人 となる権限 が与 えられた。 これ に よ

ってチ ーフ ・プ ロテ クターは,彼 らの リザーブか らの移動を制限 し,彼 らの個 人的 な

財産を管理 するな ど,個 々のアボ リジニに対 して強 い権限を もつにいた った。

さらに1918年 に はCommonwelthAboriginalOrdinanceが 制 定 され る。 これに よっ

てプ ロテクターは,英 語の読 み書 きと算数を主 とする ヨー ロッパ型 の教育を施すため

に,ア ボ リジニの子供を親 もとか らひ きはな し,特 定機関に収容す る権限を もった。

3.同 化政策の時代

1930年 代 にな るとアボ リジニ(こ こでは純血の人 々の こと)は リザ ーブに保護 し,

パ ー ト ・アボ リジニ(混 血 アボ リジニの こと)は 極端に賃金 の安 い労働 者 として白人

社会に吸収 し,積 極的Y'同 化 すべ きだ とす る考 え方が一般化 して くる1)。そ して1939

年,さ きのAboriginesAct1911が 改 正 され る。 この改正に よって,ア ボ リジニは混

血の度合にかかわ りな く,個 々人 の生活や知性 の水準,同 化の程度を もとにアボ リジ

ニに課せ られ た法的義務 一 リザーブでの居住,酒 の保有 と消費 の禁止,ア ボ リジ ニ

女性が 白人男性 と交際す ることの禁止な ど を免除す る規定が も りこまれた。 これ

に適合 した者は 「以前のアボ リジニ」 とされたのである 【PIERSONl982:190-191】 。

そ うした 同化策を よ り一層強化 したのが,1951年 に連邦政府に よって採用 された 同

化政策 であ る。 この政策は,す べてのアボ リジニとパー ト・アボ リジニは,他 のすべ

てのオース トラ リア人 と同 じ生活様式 に したが い,他 の人 々 と同様の権利 と責任を も

つ ことを規定 した。それゆ えに この同化策は,オ ース トラ リアの大衆に とって,ア ボ

リジニ のアイデンティ テ ィを 否 定す る法 的 な根 拠 とな った の で あ る 【CREAK田R

1988:47]0

1)エ ルキンは,こ の時代のアボリジニ政策を検討 したうえで,近 い将来,ア ボ リジニに関す

る統一的な政策を策定 し,か つ彼らに市民権を与えるための具体的な提言をおこなっていた

[】三LKIN1944】o
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こ うした同化策が採用 された1950年 前後 の ころ,オ ース トラ リアは北 ・南 ヨー ロッ

パなどか らの大量 の移民を うけ入れ る。それがいわゆ るNewAustralianと よぼれ る

人 々を生みだす ことにな った。 このNewAustralianの 形 成は,プ ロテクターの管理

下 で,リ ザ ーブやミッション に生活 して きたアボ リジニを都市 へ移動 させ る1つ の要

因 となった。

ゲールに よる と[GALE1972:34」,当 時の移民 は充分な英語会話能力を もたないに

もかかわ らず,都 市社会に吸収 され ていった。 これ に対 してアボ リジニはつ ぎの よう

に考 えていた とい う。「これ らの移 民が都市 で仕事 を得 る ことがで き家 を もてるのな

ら,な ぜ我われ古 いオース トラ リア人がそれを できないのか」。 こ うした考 え方が強

くな り,そ れ が誘因 の1つ とな ってアボ リジニは都市へ移動 しは じめたのだ とい う。

あるいは また,こ れ よ りまえの第二次大戦の勃発 に よる都市部での労働力不足 も,ア

ボ リジニを都市 に導 く大 きな要 因 となった。

1950年 代 に本格化す るアボ リジ ニの都市移動には,当 時のオ ース トラ リアにおける

周辺地域の経済や労働市場の変化 農場での機械化 の進展 と単純 労働者の雇用機会

の減少,農 村か ら都市への一般 的な人 口移動の影響 な ど一 や,リ ザーブや ミッショ

ンにおけ る外婚制 の維持 の困難 さ[G凡EandWuNDERslTz1982:45],同 化 策に もと

図1ア デ レー ドの ア ボ リジ ニ人 口 【G乱El972:72]
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つ いた州政府に よる リザ ーブか ら一般社会 への流入の促進 【GALEl972:72】 を は じ

め,病 気 の治療 を目的とするものなど多数の要因が複合的にか らんでいた とみられ る2)。

その結果,都 市に居住するアボ リジニ人 口は,図 に例示 した アデ レー ドの よ うに急

速 に増加 した。その彼 らの生活 は,後 にエ ッカーマ ソ 【ECKERMANN1977】 や ラソ ト

ン 【LANGTONl981】,ク リーマー 【CREAMER1988:47】 らが反省 を こめて指摘す るよ

うに,貧 しい 白人 と変 らない とす る 「固有の文化 を もた ない人h」 とみ られた。あ る

いは彼 らは文化を喪失 し,そ れを補 うべ きものを もたない人 々とみ られ たのである。

4.同 化策か ら多文化主義へ

その アボ リジニは,一 時的 であるにせ よ,都 市の労働市場 で一定 の地位 を 占めた。

そ の一 方で,辺 境の アボ リジニ人 口も急速 な回復をみせていた。 この事実は,同 化策

を採用 した当時の認識 アボ リジニはいずれ 消滅 す る を くつがえす こ とにな

り,連 邦政府は1962年 にAboriginalAffairsActの 制 定にふみ きる。 この法律は アボ

リジニが全体社会 の一部を構成するこ とを認 め,そ の彼 らの同化の促進 を うた った も

のであった。

この法律に よって,か つ てのAboriginesActl911に 規 定 され た数hの 制限

チ ーフ ・プ ロテクターがアボ リジニ子弟の法的後見人 となる権限,リ ザーブでの居住

の義務,お よびアル コールの保 有 と消費 に関す る制 限な ど や,AboriginesAct

l939に 定 め られ た特定 の条件 を満 た したアボ リジニの法的義務免除 の規定 な ど,差

別的な規制 を解除す ることになった。 こ うしてAboriginalAffairsActは,ア ボ リジ

ニ史の1つ の時代を くぎるもの となった。 しか し,そ の主 旨はなお 「同化の促進を援

助す る」 ことにあ ったのであ る。

この ころ連邦お よび州政府は,ア ボ リジニ社会 への住宅や医療 な どに関す る援助を

継続 して おこな う一方,平 等主義的な考 えに もとつ く法律,た とえばアボ リジニの土

2)1966年 当時におけるアボリジニのアデレー ドへの移動要因として,ゲ ールはつぎの8つ を

あげている 【GALE1972:86-89】 。

①親族関係にもとつくもの:す でに都市に居住す る親族をたよって移動。これは全体の

30%を 占め最大。

②格別の理由をもたないもの:明 確な理由をもたないが,都 市での新しい生活を期待して

移動。1

③ 仕事を求めてきたもの。

④教育上の理由:リ ザーブでは当初は初等教育のみ。

⑤病気の治療:特 殊な,ま たは長期の治療を必要 とするため。

⑥法律違反老:ア デレードに送還され禁固刑を受けた者。

⑦養育施設に収容された り,里 子 として都市に移動 した子供。

⑧スポーツ ・クラブへの加入を目的にしたもの:若 者が中心だが,ご く少数。
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地 に関す る権利を最初 に認めた南 オ ース トラ リア州 におけ る土地信託法(Aboriginal

LandTrustActl966),ア ボ リジニの公共の場所へ の参加Vy効 果 を もたら した差別禁

止法(ProhibitionofDescriminationAct1966)な どを制定す る。

その後,連 邦政府 のアボ リジニ政策は,同 化策 か ら同化を否定する1965年 の統合政

策 をへて,1972年 にはSeif・Determination政 策 へ と変化 していった。 このSelf-Deter一
ノ

urination政 策 は,オ ース トラ リア国民 としてのアボ リジニが,い わ ゆ るアボ リジニ

問題を含めて,自 ら解決策を選択す るよう奨励 した もので,政 府はその選択 について

積極的Y助 す るとした ものであ った。

連邦政府の政策 として これが採用 され た頃,い わゆ るアボ リジニ問題については,

Self-DeterminationApproachが 台 頭す る。心情 的に社会 問題 とうけ とられ る事柄を

記述 ・分析 し,彼 らがもつ と推測 される利害を精力的にサポー トしよ うとする この方

法 は,ア ボ リジニのために彼 らの国家 レベルでの統合ない し組織化の必要 性を強調す

る[TxrELE1984]。 こ うして72年 ごろにPan-NationalAboriginalityの 概 念が創 出さ

れ る。 これは オース トラ リア社会におけるアボ リジニの地位をめ ぐる政策に,大 きな

影響を与 えることにな った 【JONESandHu.レBURNETT1982:219】 。

その意味 で注 目されるSelf-Determination政 策 が採用 された後 の1975年,モ リスに

よると 【MORRISl988:67】,CommonwelthCommitteeonCommunityRelationsは 多

文 化主義 につ いて,ほ ぼつ ぎの ような主旨の報告を おこな った。

多文化主義は何 よ りもまず,オ ース トラ リア社会を構成す るすべての人 々と機関が

もつ寛容性 ならびにその文化的な差異への期待 にも とつ くものであ り,各 々のエス ニ

ック ・グループが通常の意味 での文化的 ・社会的 な組織や機 関の設置 た とえば メ

ディアや クラブ,コ ミュニテ ィ組織 などの設置 を可能にす るものであ る。そ して

この政策 が最終的にめ ざす ところは,利 己的 プログラムの過度の強調 を排 した うえで

の,民 族 の多面的 な結合 であ る。

これは1966年 におけ る再度 の大量移民の受 け入れ と,73年 の 当時 の移民大臣 による

民族差別 の否定 に関す る発言 を背景に して公表 され た。そ して大局的 には この多文化

主義政策 が,ア ボ リジニのいわゆ る文化復興運動 を促進 させ ることになった。それは

多文化主義 の もとで,他 のエス ニック ・グル ープか らアボ リジニを区別す る政治的な

必要性V'端 を発 していた。

すでに1967年 の 国民投票に よってオース トラ リア国民であることが確認 された もの

の,ア ボ リジ ニに関 しては土地権 に代表 され るような固有の問題 がなお数多 く残 され

ていた。それゆえにアボ リジニを他 のエスニ ック ・グループか ら区別す る政治的必要

416



松山 オース トラ リア連邦 と先住民 アボ リジニ

性があ ったのであ る。それは連邦政府部内に設 けられていたアボ リジニ局が,72年 に

省に格上 げ され たことか らも うかが うことがで きる。そ してその必要性は同時に,誰

が アボ リジニか をあらためて問いなおす ことにな った。 この アボ リジニの認定をめ ぐ

っては,公 式 には自己認識,ア ボ リジニの出 自を もつ こと,コ ミュニテ ィが アボ リジ

ニであ ることを承認す ることのいずれかに よってお こなわれ る。

それは個hの アボ リジニに とって 「私は誰なのか」 とい う自己確認を要求す ること

にな る。その こ とが都市 の居住者 をは じめ とす るアボ リジ ニに 自らの祖先 を探 索 さ

せ,過 去の文化を思 いおこさせ,ド リー ミング(ト ーテム)が もっ牟象徴性 を回復 さ

せ る といった影響を もたら した 【MoRRIs1988:731。 それ を契機の1つ として,彼 ら

はあ らた な文化創造 の運動を展開す るのである。

これ に対 して一般 のオース トラ リア社会 には,1980年 代 中葉以後,こ れ まで とは異

なるアボ リジニ観が生れ て くる。それがいわゆ るホ ワイ ト ・バ ックラ ッシュである。

これはアボ リジニへの政府援助 のあ り方に関す る世論調査 において,援 助 はほぼ適正

ない し不充分 とす る者が1976年 には75%で あ ったのに対 し,1990年 に は これが37%に

減 少 した ことなどに反映 される現象 であ る 【GooTandRovsEl991】 。 近年 のオ ース

トラ リア社会 におけ るアボ リジニ社会へのネガテ ィブな意見の増加を,こ の現 象は暗

示す るのであろ うか。

皿.人 々の体 験 とア ボ リジ ニ政 策

イギリスの植民以後におけるアボ リジニ史は,ほ ぼこうした4つ の時期に区分でき

る。その うちここでは,植 民初期を除 く時代を都市に生きた人hの 生活体験を記述し,

そのなかから時どきの政策をとらえてみたい。事例にはアデレードで面接できた人々

のうち,4人 のいわゆる混血のアボ リジニ女性をとりあげる。それは,ト ライバルな

社会を離れた人々のアイデンティ ティが,身 体的特徴や文化的特徴ではなく,個 人的

な歴史の連続性にもとついているとされるからである 【CowLlsHAw1987】 。

なお,こ こで対象とする話者がすべて女性であるのは,イ ソフォーマソトとの間の

仲介をしてくれたのが女性であったことの結果である。またイソフォーマソトのプラ

イバシー保護のため,氏 名は仮名に,職 業は現実にほぼ対応するとみられる職種にお

きかえた。
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1.プ ロテクターの統制下におかれたBetty氏 積極的隔離から同化政

策の時代

Betty氏 は1920年 ご ろノーザ ンテ リトリーのボ ロロー ラBorroloolaに 生 れ,1910年

代 の積極 的な隔離の時代 か ら50年 代にかけての同化政策 の時代を生 きた現在73歳 前後

の人 であ る。彼女は1930年 代 か ら40年 代 まで と,46年 か ら現 在 までノーザ ンテ リ ト

リーの州都 ダーウィンに居住 して きた。 その間に9人 の子供 を育て る。現在は老齢年

金で生活 している。彼 女 との面接は,55歳 に なる長女をたずね てアデ レー ドへ きた際

にお こな った。

(i)Betty氏 の生活体験

私の母 はフル ・ブラ ッドで,母 の トライバ ル言語はYanula(Janjula),父 は ヨーロ

ッパ人で した。生年 は知 りませんが,1928年 ご ろ8歳 で ダー ウィンの ドミトリーに送

られた とい うか ら1920年 ごろの生れです。誕生 日は 自分 でオース トラ リア ・デーに決

め ました。生れた場所 はボ ロローラです。そ の頃,ハ ー フ ・カース ト(混 血 アボ リジ

ニの こと)の 子供 は,ド ミトリーに入れ られ ,英 語の読み書 きを教え られ,白 人の 日

常生活を学ぶ ことにな ってい ました。

そのせいか ど うか,き っとそのせいだ と思 いますが,母 は私を連れてポ ロmラ か

ら逃 げた ことがあ りま した。何 日も何 日も歩いて,木 のない スピニフィックス(乾 燥

地に生える数種の草本 の総称)ぼ か りの ところへ行 った ことがあ りま した。 ク ィソズ

ラソ ド州境に近い ところだ ったか もしれ ません。デ イ リー ・バ ッグ(編 み袋)か 何か

を もっていま したが水 がな く,木 に傷 をつけて幹か ら出る水を飲んだ ことを覚えてい

ます。

そんなことがあ ってか ら後のあ る日,チ ーフ ・プロテ クターが きて,私 を親 もとか

ら連れ さ りました。そ の時,母 に 「英語 の読み書 き,会 話を学んだ ら家 に帰す」 とい

い ましたが,そ れ き り私は母に会 っていません。

ボ ロローラか らダーウィン へは馬 と鉄道を乗 りついでい きました。一緒にい ったの

はほんのわずかの人だ った と思います。

ダーウhソ に着 くと,ト ラ ックで ドミトリーへ送 られ ました。 そこでの生活は外 の

社会 から完全に隔離 されていて,私 たちは外で何がおこってい るのか全 く知 りませ ん

で した。ドミトリーでの生活は条件が悪 く,食 べ るもの も衣類 も充分ではあ りません。

それ に当時,こ こに入れ られた子供 はシラ ミがつかない よ うに といって,男 の子 も女
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の子 もぽ うず頭に され てい ましたfOけ れ ど私 たちはお互 いに連帯感 を もっていた の

で,孤 独感はあ りませんで した。

この ドミトリーには14歳 ごろまでいました。14歳 になった とき,チ ーフ ・プロテ ク

ターは私 にナース ィングの仕事 を くれ ました。 その仕事は入院 しているアボ リジニの

女性の世話一切をす ることで,薬 を飲 ませた りもしました。 この仕事 はきつ くて,朝

6時 には じま り2時 まで働いて昼食,そ して4時 か ら7時 まで再 び仕事 で した。

その頃の私の給与は週 当た り30シ リングで した。で もそれを直接 うけ とることはな

く,す べて政府の アボ リジナル ・トラス ト・フ ァン ドに入れ ま した。お金 がいるとき

にはマネー ・オーダーする と,チ ーフ ・プ ロテクターが2ポ ソ ドとか5ポ ソ ドとかの

証書を くれま した。2ポ ソ ドだ と映画をみて,ち ょっとした ア メな どの買い物がで き

ま した。5ポ ソ ドだ と ドレスを買 った りしま した。 この頃,チ ーフ ・プロテ クターは

アボ リジニの家庭 のなかや生活 のスタイル,仕 事 まですべての ことを コソ トロール し

てい ま した。

このホーム(ド ミトリーの ことを彼女は1回 だけ ホームと表現 した)で は,パ ー ト

1・2・3,そ れ か ら グレー ド1・2・3の 教育を うけ ま した。英語 の読み書 きや会

話 は これでなん とかな りました。

ナ ース ィソグの仕事 を6年 間や った あと,仕 事 をやめて結婚 しました。夫は西オー

ス トラ リア州の ブルームか らダーウィンに きたハー フ ・カース トで,私 は結婚 まえに

夫 との間に2人 の子供を生 んでい ました。1937年 と1938年 です。

結婚す るとす ぐ夫 は軍 隊に入隊 しま した。私 と2人 の子供は戦争 がは じまると,夫

のステ ップ ・マザ ーを頼 ってブ リスベ ンに疎開 しました。

ブ リスベ ソではダーウィン か ら疎 開 してきた6家 族 が1つ 家に住みま した。 とい う

のもブ リスベ ソは ダーウィンより都会で,そ こでの生活が こわか ったか らです。1942

年 にダーウィン が爆撃 され た と聞いてか らは,た くさんの人た ちが疎 開 して きま し

た。当時は夫 の送金 と子供の養育保険で生活 しま した。

1946年 に 私たちは ダー ウィンにもど り,軍 隊が南へ帰 ってい ったあとの アー ミー ・

キャンプ,い まのスチ ュアー ト・パ ークに住み ま した。そ こにはた くさんのアボ リジ

ニが暮 らしていて,当 時は ブラ ック ・キャンプ とよぼれた ところです(図2)。

軍 隊をやめた夫 は戦争で破壊 された アボ リジニ集落の建設工事 の仕事を得たので,

私 たちは仕事場に近 い ダーウ ィンの対岸に移 りました。けれ ど不便 な ところなので,

ほ どな くしてダーウィンのララキアV'も ど りま した。夫は酒飲みで よく酒に酔 ってい

ま した。私は この頃か らしぼ ら く,政 府 のアボ リジニ関係の仕事につきま した。
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図2ダーウィン とその近郊

そ して1973年 に フ ァニー ・ベイ の借家 に移 りましたが,74年 に サイ ク ロー ソ ・ト

レーシーが きた とき,夫 は家 の下敷 になって死んで しまい ました。私た ちの間V'は,

生 れ てす ぐな くな った男の子を合せて7男3女 があ りま した。 このサイ クローソの保

障金が入 ったので,そ のお金 で1975年 に フ ァニー ・ベイに家を買いま した。

その間,私 は9人 の子供 を育て るのに大変 でした。貧 しい暮 しのなか で夜11時 にな

って もまだ,あ した子供が学校へ着てい く服を洗濯 した りしていた もので した。その

子供たちは今,み んな結婚 して独立 しています。その うちの長女が アデ レー ドに住ん

でいるので,会 いに きた ところです。

私は ドミトリーに入 って文 明化 しましたけれ ど,す べ てを プ ッシュにおいて きて し

まい ました。ず っと白人社会 のなかに育 った ので,母 の トライバルな言語Yanulaは
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話せません。Yanulaが 話せる最後の女性がつい先日なくなったと聞きました。私た

ちの言葉を完全に話し,理 解できる人はもういないと思います。

(ii)Betty氏 の生活 と時代背景

Betty氏 が 幼少期 か ら青年期をす ごしたのは,積 極的な隔離か ら同化政策 の時代 に

かけ てであ る。その彼女は1920年 ごろ,Yanulaの 母 とヨーロ ッパ人の父 との間に生

れた。 この当時は,北 オース トラリアにおける最初 のパス トラル ・ブームのあ とに相

当す る。彼 女は父の職業については何 も語 っていないが,彼 はおそ らくこの地に進 出

した牧牛者 の1人 であった と思われ る。

そのBetty氏 は8歳 の ころ,チ ーフ ・プロテ クターによって 「ドミトリー」に収容

され る。1928年 ごろのことであ る。 当時はすでにAboriginesAct1911カ ミ施行 されて

お り,彼 女が生れたボRロ ーラを含む北部特別区は,1911年 か ら連邦政府が所轄 して

いた。 したが って彼女 は,こ の法律につづ く1918年 のCommonwelthAboriginalOr-

dinanceの 規 制を うけて 「ドミ トリー」 に収容 されたのである。

彼女が 「ドミ トリー」 とよんでいるのは,ダーウィン ・アボ リジナル ・コンパ ウン

ドである。政府が運営 したこの組織は,幼 児期をす ぎたアボ リジニの子供を収容す る

ことで彼 らを トライバルな社会か ら保護 ・隔離 し,同 化 させ ることを 目的に,ダ ー ウ

ィン郊外 の ミリリィ ・ポイ ン トに1910年 ご ろ開設 された。 ここには1914年 以 来,グ

レー ド3ま での教育をお こな う学校が開設 されて いた。そ こに収容 され13～14歳 に成

長 した少女 は,ダ ー ウィ ンの一般家 庭へ の家事 労働 力の プ ール とな った のであ る

【Cu㎜Gs1990:17-20]。

こ うして積極的 な隔離の時代 に少女期をす ごしたBetty氏 は,1934年 とみ られ る14

歳 の ころ,チ ー フ ・プ ロテ クターの斡旋で,ナ ース ィソグの仕事 につ くことにな る。

当時は彼女が語 るように,1911年 のAboriginesActの も とで,ア ボ リジニの生活は

チーフ ・プロテ クターの完全な統制 のもとにおかれ たのであ った。

そ して1940年 ごろ,彼 女は20歳 前 後 で混血の アボ リジニ男性 と結婚す る。 その少 し

まえの1937年,ダ ー ウィンには現在地 にオース トラ リア空軍の基地が設 け られ,つ づ

いていまのスチ ュアー ト・パ ークに陸軍 の駐屯地が建設 され る。その当時の軍 隊は人

員が不足 していた。 そのため もあ って,ア ボ リジニ出身に もかかわ らず,彼 女 の夫は

容易に入隊 できたのであろ う。

その後,日 本軍に よるダーウィン 爆撃 をはさんで2人 の子供 とともに ブ リスベ ソに

疎開 していた彼女は,1946年 に 再びダーウィン にもど り,や がて ファニー ・ベイの民
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間の借家 に生活す る。そ のころBetty氏 は,一 時期,政 府の アボ リジ ニ関係 の仕事に

ついていた。 これは1939年 にダーウィン に設置 された,NativeAffairsBranchに 関 連

した ものだった と思われ る。

その頃か らダーウィンでは,混 血のアボ リジニを中心 に市民権の要求が高 ま りは じ

め る。 これ と相前後す るように,1951年 に連邦政府に よって同化政策が採用 された。

この同化策 にもとついて,1953年 に はWelfareActが 施 行 され る。それ に よって社

会福祉 に関す るアボ リジニ と非 アボ リジニの区別が廃 止 され る と,ノ ーザ ンテ リ ト

リーでは州立学校で アボ リジ ニの子弟を受 け入れは じめ る。彼女が深夜にな っても学

校へ着てい く子供の服 を洗濯 していた と話す のは,こ の ころにあた る。少な くとも彼

女の長子 は,16歳 に 成長 していた。

そ して1974年 のサイ クロー ソ ・トレーシーで夫を失 ったあ と,彼 女は ファニー ・ベ

イに住宅を購入 し,現 在 は年金生活を送 っている。

こ うしてBetty氏 は,母 が生活 した トライバ ルな社会の文化 とそ の言語を完全に喪

失 した都市 のアボ リジニ として生 きて きた。それ に もかかわ らず,彼 女 は生地 ボ ロ

ローラにい まも愛着を もち,「 私 は海岸近 くに生れ たので,私 の ドリー ミソグはサメ

と ソテ ツです」 と語 る。

2.リ ザーブか ら都市へ移動 したJudy氏 同化政策の時代

Judy氏 は,ポ イ ソ ト・マ ック レイPointMcLeayに,1941年 に生れ る。ポイ ン ト・

マ ック レイは当初 ミッシ ョンとして,マ ーV一 川河 口のア レキサ ン ドリア湖Y'の ぞむ

ナール ソグ半島に,1859年 に設 立 された。 その後 この ミッシ ョンは,1914年 に南 オ

ース トラ リア州政府 の管轄 に移 り,リ ザ ーブの1つ として現在 にいた ってい る。

そ の リザー ブに生れたJudy氏 は,同 化政策 が採用 された直後 の1955年 に,ア デ

レー ドのGirlsHighSchoolに 進 学 した。それ か ら約40年 間,彼 女は南 オース トラ リ

アの州都 アデ レー ドに居住 して きた。その間にJudy氏 は4人 の子供 を育てた。現在

は アデ レー ド郊外 のポー ト・アデ レー ド市に設置 され た,NgurunderiCounci1の 託 児

所部門で給食 係 として働いてい る。

(i)Judy氏 の体験

私は1941年 に ポイ ソ ト・マ ックレイに生れ ました。母はKaurnaで,父 はNgarrin-

djeriで す。父方の祖 父はNgarrindjeriで す が,祖 母は南オ ース トラリア州のサ ウス

・イース トか らきた人 です。彼 女の トライバル名 は知 りません。母方 の祖母はKaur一
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naで す。両親の生年は知 りませんが,母 は20年 前 に,父 は6年 前に亡 くな りま した。

両親は ともにポイ ソ ト・マ ックレイに埋葬 しました(図3)。

私 は両親 と4人 の兄弟,そ れ に1人 の姉 と一緒に この リザ ーブで育 ちま した。14歳

になるまで ここに住み,1955年 に ハイスクールに入学す るため,1人 でアデ レー ドへ

でま した。入学 したのはGirlsHighSchoolで す 。 これは政府 のEducationDepart-

mentが 設 立 した学校 で,こ こに3年 間か よい ました。寄宿 したのはGirlsHomeで

す。 この宿舎はAboriginalProtectionBoardと 深 いつなが りを もっていた,確 かユナ

イテ ッ ド教会だ った と思い ますが,そ の教会が運営 していま した。

3年 でソ・イス クールをお える と,ProtectionBoardの 斡 旋で,赤 坊 の病気 をみ る

図3ポ イ ン ト ・マ ッ ク レイ ・ リザ ー ブ
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Baby'sHospita1に 就 職 しま した。 この仕事 は 自分 で選び ま した。仕事 をさが してい

る うちに ナース ィソグに興味を もったか らです。住いは この病院 のなかにあ りました。

ここで2年 間働 いた あと,大 きな病院に移 りま した。仕事は まえ と同 じナース ィソグ

で,そ こで も病院の一角に住み ましたが,こ の仕事 は大変で1年 でやめ ました。

それか ら後,1961年 か ら64年 までの4年 間は,電 話局 の交換手 にな りました。 この

時 は 自分の住む家 をさが さねばな らず,ア デ レー ドにきていたポイ ソ ト・マ ック レイ

出身 の叔母の家に住み ま した。叔母 の家族は夫婦 と6人 の子供で した。 この家には,

訪 問者が しば しぼあ りま した。

彼 らはほ とん どがポイ ソ ト・マ ックレイか らでて きた人 で,仕 事 がみつか るまでの

3～4ヵ 月間 この家に とどま っていました。当時は 「免除」資格を もたないアボ リジ

ニは,ホ テルやモテルには泊れ なか ったか らです。

訪 問者 はほ とん どが家族 と一緒で した。ですか らこの家 にはた くさんの人が集 りま

した。その ころ彼 らはアデ レー ドへでて くると,仕 事 を斡旋 して もらうためにPro-

tectionBoardに 登 録 しました。 当時(1960-64年 ごろ)の 仕事は,各 種 の工場労働者

や鉄道関係がお もな もので したが,働 きさきはけ っこうあった よ うに思います。

私は交換手の仕事をは じめ たときに夫 と知 りあい,1961年 に20歳 で結婚 しま した。

夫の父は ヨRッ パ人だった ので,彼 はすでに 「免除」資格 を うけてい ました。私は

結婚を機 に 「免除」申請 を して資格を と りま した。けれ どそれか ら6年 後 に国民投票

が あって,私 たちは再びアボ リジニに もどって しまい ました。

その後 しば ら くは仕事 につ かなか ったのですが,1976年 か ら,私 は アデ レー ドに居

住す るアボ リジニの コ ミュニテ ィの仕事 をは じめ ま した。 これは政府機 関の1つ で,

ア ボ リジニの薬物問題,ア ル コール問題,女 性をめ ぐる家庭 内暴力の問題 な どを扱 う

もので した。問題をかかえる人た ちとの面接や,そ の解決方法 を考え る ミーテ ィソグ

な どは,週 に2回,夜 にや りま した。

私は この仕事を12年 間つづけま した。 そ して,1988年 に このカウ ンシルが設置 され

たので,こ この託児所部門で子供 の給食をつ くる仕事につ きました。託児所 に くるの

は両親が働 いていた り,離 婚 した家庭の子供 だ った り,母 親が長 い病気だ った り,事

故 にあ った親 の子供だ った りです。子供 たちはス クールバスで9時 に きて,3時 半に

帰 ります。

私は夫 との間に4人 の娘 と息子1人 を生みま したが,息 子は生れてす ぐ亡 くな りま

した。だか ら子供 は女 ばか り4人 です。 うえの2人 は ヨRッ パ人 と結婚 してい ま

す。3番 めは ニューサ ウス ウェールズ州出身 のアボ リジニと,4番 めは アデ レー ド生
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れ のアボ リジ ニと結婚 してい ます。3番 めのほかは,皆 アデ レー ドに住んでい ます。

私の兄弟は兄2人 と弟です。 ほかに姉 ともう1人 兄がい ましたが,2人 とも去年病

気 で亡 くな りました。長兄は65歳 にな りますが,独 身 でアデ レー ドに住 んでい ます。

次 兄はポイ ソ ト ・ピアス出身のハー フ ・カース ト(混 血 アボ リジ ニ)の 女性 と結婚 し,

ア デ レー ド郊外の ウッ ドビルに住んで5人 の子供 を育 てま した。ポイ ソ ト・ピアスは

ヨーク半 島にあ る リザーブです。弟 は内縁の妻 との間に2人 の子供がいます。彼 もア

デ レー ドに住んでいます。兄弟は近 くにいますが,電 話 で話す ことがある くらいで,

い ききはほ とん どあ りませ ん。

私は ときどきポイ ソ ト ・マ ック レイへ いきます。そ こは私 の生れた ところです し,

両 親を埋葬 した ところで もあるか らです。私た ちポイ ソ ト・マ ックレイの出身者 に と

って,そ こは私たちのホームです。

アデ レー ドにはい ろんな ところの出身者 がいますが,彼 らは私 たちポイ ソ ト・マ ッ

クレイの出身者 とは違 ってい ます。彼 らは よ くビク トリア広場 に座 りこんで います

が,そ の多 くは貧 しくて失業保 険などのお金を もらうと,全 部アル コールや薬物に使

って しまっています。それがいまの大 きな問題 です。

(ii)Judy氏 の生活 の背景

Judy氏 が 生れ たポイ ソ ト ・マ ックレイは,こ の地域 のアボ リジ ニには ラウカソ

Raukkanと よぼれてい る。現在 この リザ ーブが位 置す るクーロング半島は,ジ ェソ

キ ソに よると 【JENK-N1979:11,26,83】,す でに1843年 か らヨー ロッパ人牧羊者 によ

って占拠 されていた。そ の一角に,リ ザーブの前身の ミッシ ョンが,プ ロテスタ ソ ト

の教会に よって1859年 に建設 された。

ここの居住者はほ とん どがNgarrindjeriでJ彼 らはマ ーレー川河 口の湖沼地帯 に居

住 して きたアボ リジニとその混血の子孫 である。Judy氏 は そのNgarrindjeriの 父 と,

ア デ レー ド平原を領域に もったKaurnaの 母 との間 に生れた3)0

この リザーブで英語の読 み書 きを教え られた彼女は,ハ イスクールに進学す るため,

1955年 に 単身アデ レー ドへで る。 当時は,連 邦政府 が同化政策を公式 に採用 した1951

年 の直後にあたる。 しか し1911年 に制定 され,1939年 に改正 されたAboriginesActが

な お効力を もっていた。 したが って,こ の法律に もとついて南 オース トラリア州政府

3)Ngarrindjeriは ご く単 純 な 外 婚規 制 しか もた な か った が 【JENKIN1979:18】,そ の 彼 らは

歴 史 的 にKaurnaと は通 婚 しな か った。 そ れ は 両 者 が属 す る言 語 グ ル ー プが違 うこ とや,成

人儀 礼 に おけ る割 礼 の 有 無 な ど,文 化 的 に 大 きな 差 異 が あ った た め で あ っ た。 こ の2つ の グ

ル ー プが 通 婚 す る よ うに な った の は,19世 紀 末 以 後 の こ とで あ る[Ci.nxKE1991】 。
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に設置 されたAboriginalProtectionBoardは,個 々の アボ リジニの生活に強 い影響力

を もっていた。そのためJudy氏 が 卒業後 にナースィソグの仕事につ くには,こ の機

関の斡旋が必要だ った。

それは彼女が叔 母の家 で出会 った人hの よ うに,リ ザーブか らアデ レー ドへでて き

た人 たちに も適用 され た。彼 らは仕事を さがすために,ま ず このProtectionBoardに

登録す るこ とにな った。 さ らにまた,彼 女が結婚を まえに,す でに述べた アボ リジニ

に固有 の法的義務の免除を申請 したの も,こ の法律に もとつ いていた。

しか し,こ の 「免除」制度をは じめ,ア ボ リジニに課せ られた数かずの差別的な法

的規制 は,彼 女が結婚 した翌年の1962年,AboriginalAffairsActの 制定 によって廃止

される。そ の意味でJudy氏 は,1911年 以 来のAboriginesActの 規 制を うけた最後の

世代 となった。

その後1976年 か ら88年 ま で,彼 女はアデ レー ドに暮 らす アボ リジニの コミュニティ

の仕事 に従事す る。 これ は1972年 に 設立 されたAboriginalHealthUnitで あ ろ う。 こ

の機関 はアデ レー ドに居住す る多数のアボ リジニ家庭 を定期的に訪問 し,彼 らがかか

える問題 にア ドバイスを与 えるもので,ア ボ リジニの健康 に関す る中心的 な機関であ

った。

そ して1988年 か ら彼女は,ポ ー ト・アデ レー ド市 のNgurunderiCouncilの 託 児所

部門 に給食係 として勤務す る。 この カウンシルはポ ー ト ・アデ レー ド市 を中心に,ウ

ッ ドビル市 とエ ンフィル ド市(い ずれ もアデ レー ド郊外)の アボ リジナル ・コ ミュニ

テ ィを対象 に,政 府 の援助を得 て1988年 に設置 された。 ここには,生 後6ヵ 月か ら2

歳 までの子供に幼 児教育 を施す託児所部門のほか,3つ の部門が設け られ てい る。そ

れらは女性の健康 管理 のためのサ ービス部門 と,公 教育か ら脱落 した11歳 か ら16歳 ま

での子供を中心に会議 の運営やス ポーツ関連事業の計画 と実施な どを教 える青少年部

門,そ れに失業者 のため の充分な医療 の確保を 目的に した医療部門である。

現在9人 のアボ リジニ ・ス タ ッフとともに この カウソシルに勤め るJudy氏 は,約

40年 の 間 アデ レー ドに居住 して きた。その彼女は生地 の リザ ーブ,ポ イ ソ ト・マ ック

レイを 「私たちのホーム」 とよぶ。そ こに愛着を もつ ものの,彼 女は 「小 さい ときか

ら英語を教え られた」 ため,「 父や祖父の言語Ngarrindjeriは ほ とん ど話せない」 と

い う。

ところで,Judy氏 は1976年 か ら現在 まで,ア ボ リジナル ・コ ミxニ テ ィの仕事Y'

たず さわ って きた。 しか し,ア デ レー ド市 とその郊外 を含めて,こ の地域には アボ リ

ジニが集住す る地区 とい う意味で のコ ミュニテ ィは存在 しない。Judy氏 が 勤務す る
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NgurunderiCouncilの 所 長Johnny氏 は これについてつぎの ように説明す る。「アボ

リジニ以外の人にはわか りに くいだろ うが,広 域 アデ レー ドに分散的に居住す るアボ

リジ ニは相互に密接 な関係を維持 してお り,そ の関係に よって保たれている社会を我

われ は コ ミュニテ ィとよんでい る」。

3.ア イ デ ンテ ィテ ィの葛藤 を生 きたMargaret氏 同化政 策 の時代

Margaret氏 は5男2女 の次女 として,1934年 に南オ ース トラ リア州Sウエス ト・コー

ス トの地方 町セ ドゥーナCedunaに 生 れる。1940年 ごろ,彼 女 は家族 とともに同 じ地

方 の 町 ミニ ッパMinnipaへ 移 る。 しか し父 は失 業 し,翌 年 の41年 に 一 家 で アデ

レー ドへで る。 ここでは市内各地 を点 々と移動 した あ と,48年 に ポー ト・アデ レー ド

市 に移 った。 そ して1951年,Margaret氏 は ハイス クールを卒 業す るとす ぐ,ポ ーラ

ン ドか らの移民 と結婚す る。

その年,夫 が鉄道 関係 の仕事を得 ると,夫 婦はマ ーレー川下流部の地方町 タイ レム

・ベ ソ ドTailemBendに 移 る。そ して彼女の一家 がアデ レー ドに もどったあ との64年,

夫 は5男5女 を残 して病死 した。そのため彼女は アボ リジナル ・コミュニテ ィの仕事

につ きながら10人 の子供 を養育す ることとなった。その子供た ちもい まは結婚 して独

立 している。現在Margaret氏 は 郊外の シー トンSeatonに 居 住 し,ア デ レー ド市 内に

あ るアボ リジニ伝統文化 の保存 と普及 を 目的 に した機 関,タ ソダニヤTandanyaに

パ ー ト・タイムで勤務す る。

この間彼女 は,両 親 の庇護 の もとにあ った幼 少期か ら結婚 を経 て夫 が死亡す る ま

で,ル ーテル教会派 の価値観 に したが って生 きて きた。 しか し,夫 が他界 したあ と,

彼 女は アボ リジ ニとして生 きる道 を選択す る。

(i)Margaret氏 の生活体験

私は1934年 に セ ドゥーナで生れ ました。父は1898年 生 れ,母 は1901年 生 れ で,父 方

の祖母 はWilangu,母 方 の祖母はKokataで す 。両親 の父は ともに 白人です。

私 の両親は別べつに クーニ ッバ ・ミッションKoonibbaMissionY'送 られたそ うで

す。 その とき母は10歳 だ ったそ うですが,父 が何歳だ ったかは知 りません。

この クー ニッバ ・ミッション はEvangelicalLutheranCharchが 建 設(1898年)し

た もので,両 親はそ このChildren'sDomitoryに 収 容 され ました。両親が結婚 したの

もこの ミッシ ョンです。私の長 兄 と次兄それに姉 は,こ の クーニッパ ・ミッシ ョンで

生れ ま した。長 兄は1921年,次 兄は24年,姉 は26年 の生れです。
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姉 が生れ ると両親たちは クーニ ッバ ・ミッシ ョンをでて,ミ ッシ ョンに近い ウエス

ト ・コース トの地方町セ ドゥーナに移 りま した。 この町で3番 め と4番 めの兄,そ れ

に私 と2人 の弟が生れ ま した。で も4番 めの兄は生れ てす ぐに亡 くな ったそ うです。

3番 めの兄は1929年,2人 の 弟は1934年 と38年 に生れ ま した。

セ ドゥーナにいた ころ,父 はいろんな仕事についたそ うです。セ ドゥーナだけで な

く,ミ ニ ッパやキ ャソクッタKyancutta,ワ ー ランボーWarrambooの 方 まででかけ

て農場を拓 く白人農夫 のために藪を伐 りひ らいた り,鉄 道 でも働いたそ うです。その

かたわ ら,両 親は クーニ ッバ ・ミッシ ョンを よ く訪問 していま した。小 さか った私 も

母 につれ られてミッション へ い ったのをおぼえてい ます(図4-1)。 や がて私 たちは

図4-1南 オース トラリア州の地域区分と関連する地名
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ミニ ッパへ移 ります が,父 は失業 して しまい,私 が7歳 に な った ころ,一 家 でアデ

レー ドへでる ことにな りました。

アデv一 ドでは最初に マイル ・エ ソ ドMileEndの,そ れか らグ ッ トウ ッ ドGood-

woodの 知 人の家に滞在 してか ら,ウ エス ト・テラスWestTerraceの 借 家 に住み ま し

た(図4-2)。 私 がスチ ュアー ト通 りにあった小学校 へか よったのは この ころです。

当時の生活は楽 しか った。 アデ レー ドにはた くさんのアボ リジニが集 っていま した

し,皆 お互いに助けあって生活 していま した。 日曜 日にはルーテル教会でアボ リジニ

だけ の集 りをひ らいた りしてい ました。差別は何 も感 じませ んで した。通 りでは 白人

図4-2ア デ レー ドとそ の近 郊
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の子供 ともよ く一緒 に遊んだ もので した。

ウエス ト・テ ラスの私たちの家は,い ろんな ところからや って きたアボ リジニでい

つ も一杯で した。彼 らは ウエス ト・コース トをは じめポイ ン ト・ピアス とポイ ソ ト・

マ ックレイの2つ の ミッシ ョン(当 時は リザ ーブ),そ れ に ノーザ ソテ リ トリーな ど

か らきた人で した。 この頃は 「免除」資格 のない アボ リジニは,ホ テルや モテルには

泊れ なか ったか らです。皆はベ ッ ドも衣類 も食べ物 も分け あい,と きにはお金 さえ融

通 しあいま した。

私 の両親は祖母の言語WilanguやKokataを 話 せたのに,親 族や友人がたずね てき

た とき以外は,そ の言葉 を全 く話 さなか った。 アボ リジニの文化について,両 親は知

っていたはず なのに,私 たちには何 も話 さず,い つ も英語 で話 し,白 人の ように生活

す るよう私た ち兄弟姉妹 にいいきかせていま した。 自分が どう行動すべ きか とか,ト

ラブルをさけ るよ うに とか,両 親にはいつ もやか ま しくいわれ ていま した。 その理 由

については,当 時の私は何 も知 らなか った。両親 も何 も説 明 しませんで した。私 たち

は喫煙 もアル コールを飲む ことも両親に厳 しく禁 じられ,ル ーテル教会派の ク リスチ

ャンとして育 てられ ました。

この ころ父 は43歳 にな っていま したが,失 業 したままで,酒 を よく飲む よ うにな り

ま した。 その ころは教会か らの援助金 と政府 の失業保険金 で生活 していま した。戦争

がは じまった ころ,父 は 自分 を失 い,ア ル コール とギ ャンブルにあけ くれて,社 会保

障金を全部つ ぎこんで しまいま した。それで私 たち一家は,ウ エス ト・テラスの家に

住めな くな った のです。

ギャソブルは当時 のアデ レー ドのアボ リジニの家庭 では どこで もや ってい ま した。

男た ちは朝 か ら集 ってテーブルに毛布をかけ,ト ラソプのギ ャンブルをや ってい まし

た。皆あち こち と仕事を さが しまわ ったのですが,う ま くい って も汚れ仕事 しかあ り

ません。 で も,そ れが アデ レー ドでお金を得 る唯一 の方法で した。

それ よ りまえ,戦 争がは じまる と,あ るアボ リジ ニがきて,兄 を陸軍 の リクル ーテ

ィング ・オ フィスへつれてい きま した。兄は陸軍に入隊 したが ってい ました。その こ

ろの軍隊は人員が不足 していて,読 み書 きがで きな くてもアボ リジニを入隊 させたの

です。で も母は反対 で した。私は,兄 はアボ リジニだから入隊で きないだろ うと思 っ

ていました。 ところが,数 日ほ どた ってか ら兄は制服 を着 てもどって きました。それ

をみた母はひ どく機嫌が悪か った。 兄のよ うな兵隊は ノーザ ソテ リトリーに配属 され

た よ うです。 当時 は ダー ウィンが爆撃 された直後で,事 態は深刻で した。

そ のころ父は失業 した ままで,家 の主人は女性で した。家を き りも りした のは女性
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で,だ か ら男性 よ りもひろい世界 と交渉 をもちました。子供を学校 へや ることでその

父兄 と知 りあい,買 い物 にいき,ガ スや電気,家 賃の支払 いな ど,毎 日のこまごまと

した ことを とお して広い社会 とかかわ ったからです。

当時は軍隊にいった兄か ら母 あてにお金を送 ってきてい ました。私は この兄が大好

きで した。母 よ り好 きでした。母は いつ もとて も厳 しか った。家 に残 った2人 の兄 と

姉はアデ レー ドで働 いていました。私 も学校か らもどると,何 か と働 きま した。 皆で

こ うして家をたすけ ました。

その ころ私た ちは 自分 はいか に行動す るかをいつ も考 えてい ました し,母 は 「白人

と一緒の ときは何かをたずね られ るまでむやみ に話すな」と私たちに教 えてい ました。

やがて私は 自分は誰なのかを疑 うよ うにな っていま した。私 はひど くお こ りっぼ くな

っていました。他人 のさ しずを うけずに 自分 で生 きてい こ うと考 えて,14歳 の ときに

酒は飲 まない と決心 しま した。酒は自分をだめにす る と思 ったからです。

私 が この決心を した ころ,母 は ど うや ってお金を貯めた のか今で もわか りませ ん

が,そ のおか げで私た ちは戦後,ポ ー ト・アデ レー ド市の ラー グス ・ノースLargs

Northへ 移 ることができま した。政府 のHousingTrustが 建 てた家です。 この家か ら

私はハイス クールにか よいま した。

このHousingTrustの 家 では,親 族や友人 と一緒に生活す る ことが禁止 され てい ま

した。あ ま りにた くさんの人 が集 って住むか らだ とい うのがその理 由で した。 でも海

岸に近か った私 の家は オープソ ・ハ ウスみたいで,ア ボ リジニの若老 もナ ース トラリ

ア人 も,ポ ーラソ ド人 も黒人 もジャマイカ人 も,た くさんの人が集 ってい ました。

ポ ー ラ ン ド人,ジ ャマ イ カ人 な どは新 しい移 民 で す。 私 たち は 彼 らをNew

Australianと よび ました。皆で集 ってギターをひいた り,ラ ジオで ヨー ロッパの音楽

をきいた りうた った りしま した。毎 日がパーテ ィーみたいで した。

そんな とき,私 は夫 と出会 いま した。夫 はポーラ ソド人です。ハイス クールを卒業

す るとす ぐ,17歳 で この人 と結婚 しま した。1951年 です。結婚 して私はオ ース トラリ

ア人 にな りましたが,夫 は 白人なのにNaturaliseさ れ ないままで した。

この とき彼は鉄道 の仕事を得たので,私 たち夫婦 は ラーグス ・ノースか らタイ レム

・ペ ソ ドへ移 りま した
。 ここで私は4人 の子供を生み ました。男の子2人 と女 の子2

人 です。 タィ レム ・ベ ソ ドは ポイ ソ ト ・マ ックレイに近 くて人種主義 の強 いところで

した。た くさんのアボ リジニが ポイ ン ト・マ ックレイか らこの地方町に きていま した

が,差 別のきつ いところで した。夫は ここで何人か の白人の友人を もちま したが,彼

らは私 のまえでさえ 「なんでお前は アボ リジニの女 なんか と結婚 したんだ」 とよくい
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っていま した。で もヨーRッ パ人はそんな差別は しません。彼 らはた くさんのアボ リ

ジニと結婚 してい ます。 その ヨー ロッパ人Y'私 た ちアボ リジニのことを話す と 「まる

でナチス時代だ」 とい って驚 いていました。

私が18歳 のとき,1952年 に兄は朝鮮戦争か ら帰 って きました。そ の 日,私 たちは何

人かの 白人 も一緒に兄の帰還 パーティを ラーグス ・ノースの家 でひ らきま した。す る

とパ トカーがや ってきて,集 っていた人たちを逮捕 しま した。理 由は私たちの家 に白

人を入れたか らで した。

鉄道 で働 いていた夫は,自 分で料理す ることが多かった こともあ って,料 理が上手

で した。やがて夫 はアデ レー ド市 内で料理人の職をみつけ,私 たちは再 びアデ レー ド

に移 りま した。 その後,夫 はNephyと い う石油会社に勤め ま したが,30歳 で1964年

に病気 がもとで亡 くな りました。いい人 で した。私は夫が亡 くなる までの間VYも う6

人 の子供を生んでいま した。子供は全部 で10人 です。 うえか ら男,女,男,そ れか ら

4人 の女の子,そ して3人 の男の子です。

夫はた くさんの子供 を残 して亡 くな りま した。私は10人 の子供を世話 し,育 てるの

に大変で したが,と にか く生 きぬ きま した。

結婚 してか ら夫が亡 くなる まで,私 はアボ リジニのコ ミュニテ ィとはほとん ど交わ

らなか った。けれ ど,夫 を失 ってか らはアボ リジニのコ ミュニテ ィに組み こまれ る こ

とにな りました。子供の世話 を しなが ら,外 にでて働 いたか らです。いろんなところ

で働 きま した。 た とえぽHousingTrustの アボ リジニ部 門や アボ リジニのアルコール

問題をあつか うところです。 そ こでは4年 働 きました。 その他,ポ ー ト ・アデ レー ド

市 の コミュニテ ィでは,新 し くアデ レー ドへでて きた人 に病院の場所,そ こへい くバ

スの乗 り場やバスの経路を教 えた り,ア デ レー ドでの生 活を助け る仕事を しま した。

その間に私は アボ リジニの歴史 と文化,そ れに各州でのアボ リジニの状況な ど,た

くさんのことを知 りま した。 アボ リジニの コ ミュニテ ィ ・カ レッジへ もい き,私 たち

の ことをいろい ろと勉強 しま した。けれ ど,い つ で したか,2～3年 前に ノーザ ソテ

リ トリー州境に近い中央砂漠 のアボ リジニの コミュニテ ィ,イ ンダルカナIndulkana

を 訪 ねる ことがあ りました。正直Yこい って この ときは カルチ ャー ・シ ョックを うけま

した。私 はそれ までに伝統文化 のなか で生活する人hに は会 った ことが なか ったか ら

です。で も,夫 を亡 くしてか らの勉強が,い まの仕事に役立 っている と思い ます。

私には6人 の兄弟姉妹があ ります。その うち,兄 弟3人 はアボ リジニ と結婚 してい

ますが,彼 女た ちは1/8か1/16か,も っ とかも しれ ませ ん。 見ためはほ とん ど白人 と

同 じで,た だアボ リジニ出身 とい うだけです。で も彼女 らは アボ リジニである とい う
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ことを 自覚 してい ます。姉は ヨーロッパ人 と結婚 してい ます。

私の10人 の子供の うち4人 はユーゴス ラビア人 と結婚 しています。 あ との子供 たち

も皆 アボ リジニ以外 と結婚 しています。 ギ リシ ャ人や オース トラ リア白人の男性 や女

性 です。私 にはた くさんの孫がいますが,な か には白人 と区別がつかない子 もい ます

し,多 少 とも色 の黒い子 もいます。いずれ に して も両親はその子たちにアボ リジニで

あること,ア ボ リジニであ ることに誇 りを もつ よ うに教 え育てています。

私 がここで仕事 をす る ようにな って,伝 統的な生活を している人たち ともつきあい

ができました。 そ してその生活につ いても,多 くの ことを学び ま した。私 たちは 白人

社会 に組み込 まれていて も,伝 統文化 はアボ リジニとして生 きてい くために大切 なも

のだ と思います。で も私 自身は,彼 らがい うSpiritualityに つ いては何 も知 りません。

(ii)Margaret氏 の 生活の背景

地方町セ ドゥーナに生れ たMargaret氏 は,同 化策の時代を生 きた人であ る。彼女

は この地方 町に生れ ると,7歳 で家族 とともにアデ レー ドに移住 した。

彼女たちが と りあえず落ちついた さきはマイル ・エ ソ ドであ り,グ ッ トウ ヅドであ

った。 このマイル ・エ ン ドは,一 家が後に移 りすむポー ト・アデ レー ドと同様,比 較

的 アボ リジニが数多 く居住す る地 区である。その混住率 は,ポ ー ト・アデ レー ドの場

合で36%ほ どであった 【KI肌-NGTONl973:541。

この一家 が ウエス ト ・テラスの民間 の借 家を経 て移 った ラーグス ・ノースの住宅

は,彼 女が語 るよ うにHousingTrustが 建 設 した ものであ る。正式 にはSouthAustra-

lianHousingTrustと よぶ この機関は,1936年 の 同名の法律の制定を うけて,1937年

1月 に発足 した 。設立 の初期,こ の機 関は安価 な住 宅の賃貸や 販売を お こな うが,

1942年Y`LandlordandTenant(ControlofRents)Actカ ミ制定 される と,安 価な住宅を

ポー ト ・アデ レー ドをは じめアデ レー ド郊外の各地 に大量 に建 設 しは じめ る 【GALE

1972:117-118]0

しか し,こ の施策は必ず しもアボ リジニだけを対象 に した ものではなかった。広域

アデ レー ドに居住す るアボ リジニのために,積 極 的な住宅 の援助が開始 され るのは,

1962年 のAboriginalAffairsAct以 後 のことであ る。 この法律に よって南オース トラ

リア州政府o'設 置 されたDepartmentofAboriginalAffairsは1964年 か らアボ リジニの

ための住宅をHousingTrustか ら購入 し,そ れを安い値 段で彼 らG'賃 貸す る事業 をは

じめたのである。それは1950年 代 か らの多数 のアボ リジニの都市移住に対応 した もの

であ った。
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その一方で,1950年 前 後 には大量の移民がオ ース トラ リアに流入す る。彼 らもまた

都市に吸収 され て,NewAustralianと よばれ る ようにな る。Margaret氏 はそ の1人

であったポ ーラン ド人 と1951年 に 結婚 した。 しか し,こ の結婚Y'よ って もポー ラソ ド

人 であ る彼女の夫 は,市 民権 を得 ることがで きなか った。それは1948年 のAustralian

CitizenshipActに も られた規定のためである。

この法律は市民権 を得 るこ とがで きる者を,つ ぎの ように定め てい る。 オース トラ

リア生れであ るか,外 国で生れた者にあ ってはオ ース トラ リア人 の両親を もつ こと。

または3年 以上オース トラ リアに居住 した者で充分な英語能 力を もち,市 民権 に とも

な う義務 と責任 を よく理解 し,生 涯にわたってオース トラ リアに居住す る意 志を もつ

者。

移住 の直後であ ったMargaret氏 の夫は,こ の規定の どれに も該 当 しなか った。 他

方,彼 女 はこの結婚を機 に 「オース トラ リア人」 にな ってい る。 これ はす でに くりか

え しのべた ように,AboriginesAct1939の 「免除」規定 の適用 を うけた結果 であ っ

た。 また,兄 が朝鮮戦争か ら帰還 した夜に逮捕者がでたのは,「 免 除」 資格 を もた な

い アボ リジニ と,「免除」されたアボ リジニお よび白人が1つ の家に集 ってパ ーティー

をひ らいたか らである。AboriginesActは,「 免除」 資格者 がそれ を もたないアボ リ

ジニ と接触す るこ とを禁止 していた。 当時,Margaret氏 の 両親 は 「免除」 申請を し

ていなか った。彼 らがそれをお こな ったのは,1962年 のAboriginalAffairsActカ ミ制

定 され る直前 のこ とであ った。

そ してMargaret氏 は,1964に 夫 を亡 くす る。 その とき13歳 であ った長子以下10人

の子供を養 育す るため,彼 女は この年か らDepartmentofAboriginalAffairsが は じめ

た アボ リジニへの住宅供給事業に関連 した仕事な ど,ア ボ リジナル ・コミュニテ ィb'

か かわ る数多 くの仕事Y'つ いた。

そ の間,Margaret氏 は、アボ リジナル ・コ ミュニテ ィー ・カ レッジに もか よう。 こ

の カレ ッジは,充 分 な教 育を うけ る機会 のなか った成人 ア ボ リジ ニを対象 にす る ト

レーニソグ ・セ ソターで,1973年 に ポー ト・アデ レー ドに開設 された。ここで彼女は,

おそ らく初めて系統的 に,ア ボ リジニの伝統文化について知 ることにな った。現在 こ

のカ レッジには文化 コース とビジネス ・コース,技 術 コースの3つ が設置 され,ま た

南 オース トラ リア州北部に居住す る人 々の言語,た とえば ピチャソチ ャチ ャラPitjan-

tjatjara語 な どの講座 を随 時ひ らいて きた。

こうしてMargaret氏 は10人 の子供をかか えて 「とにか く生 きぬ いて きた」のであ

る。 その彼女は,両 親 の庇護 のも とにおかれた幼少時代か ら結婚 を経 て,夫 が亡 くな
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るまではルーテル教会派の教えに したが った ク リスチャソとして生 きて きた。「夫 と

結婚生活をは じめてか ら,ア ボ リジニの コ ミュニテ ィとはほ とん ど交わ らなか った」

とも,「 アイデ ンテ ィティといえぽ,ル ーテル教 会派の教x..か も しれ ませ ん」 とも彼

女 は語 る。

しか し,夫 の死後,彼 女は生 きぬ くために,ア ボ リジニの コ ミュニテ ィに組み こま

れてい く。その期 間は1960年 代 なか ごろか らの30年 ほ どで,彼 女の人生 の後の半分を

占める。それはAboriginesActが 廃 止され,数 かずの平等主義的な法律 が施行 された

時代である。彼女は,具 体的には何 も触れ ていないが,こ の時代の社会保障制度の も

とで,未 亡人年金や子供 の養育保険な どのお金 も得 ていた もの と思われ る。

こ うしてMargaret氏 は30年 ほ どをアボ リジニ として生 き,孫 た ちに もアボ リジニ

として生 きることをすすめてい る。それは彼女 に とって,アイデンティ テ ィの葛藤 の

歴史で もあ った。

しか しそ の葛藤 は解 消 されたわ けでは ない。そ れは彼女が,「 私 は アボ リジニの

Spiritualityに つ いては何 も しらない」 と話 して いる ことに反映 され ている。都市 に

長 く居住 して きたアボ リジニにあ って も,自 らがアボ リジニであ ることを,親 か ら子

供へ とうけつがれて きた血 とSpiritualityに 求 めている。 このSpiritualityは,た とえ

ば地理的 に遠 く離 れていて も,親 族 の誕生 や死を知 る ことがで きるよ うな能 力を さ

す。 それ は彼 らの個性 と文化的な アイデ ンテ ィテ ィの神秘的 な側面をな し,他 の民族

にはない もの として,ア ボ リジニが強調す るものである 【SCHWAB1991】 。 それ につ

いてMargaret氏 は 「何 も知 らない」 と語 っているのであ る。

4.新 しい時代 を生 きるElizabeth氏 多文化 主義 の時代

Elizabeth氏 は,1963年 ダ ーウ ィンに生れ る。彼女が小学校に入学 したあ との1974

年,ダーウィン はサイ クローン ・トレーシーの直撃 を うけ,一 家は難民 として ブ リス

ベ ソに移 る。 ここで4年 ほ どをす ごした彼女たちは,1978年 ご ろアデ レー ドへで る。

Elizabeth氏 は ここでハイスクールを終 える。

そ して祖母の住むダーウィン に もどった1981年,彼 女は18歳 で ア リス ・スプ リソグ

ス生れの白人男性 と結婚す る。夫はペ ソテ コステ派 の人で,彼 に したが って西 オース

トラ リア州のブルームBroomeと,ホ ールズ ・ク リークHalrsCreekに 移 り住む。

そ の後,彼 女 は家 族 とともにアデ レー ドへで,カ レッジへ進学 してBachelorof

Artsを 取 得す る。卒業後 はキ ャサ リソKatherineで の アボ リジナル ・コ ミュニテ ィの

仕事を経て,現 在 はアデ レー ド市 内にあ る州立 図書 館のアボ リジニ ・サ ー ビス部 門に
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勤務する。

(i)Elizabeth氏 の 体験

私 は1963年 にダーウィン で生れ ました。私 の父方の祖父はLalakia出 身,祖 母 は西

オ ース トラリア州のブルームか らきた人ですが,彼 女の トライブは知 りません。母方

の祖母は ボ ロロー ラ出身 のYanulaで,祖 父はWandamanで す 。 両親 はハ ーフ ・

カース ト(混 血 アボ リジ ニ)で す。

私は ダー ウィンで成長 しました。あ るとき,叔 父が ブル ームか ら私た ちをたず ねて

ダーウィンに きた ことがあ りました。けれ ども彼 も両親 も自分 たちの言葉や文化 につ

いては,何 も話 して くれ なか った。 あとで解 ったのですが,そ の ころはアボ リジニ自

身がアボ リジ ニの文化をいい とは誰 も考えていなかったか らです。

私が小学校 に入学 したあ との1974年Yr,サ イ クロー ソ ・トレー シーがダーウ ィンを

直撃 し,市 の90%が 破壊 され ました。祖父は この とき家 の下敷 きにな って亡 くな りま

した。その少 し前 に両親は離婚 し,私 たち姉妹3人 と母 とは祖父母の家に同居 してい

ました。

サイ ク ローンではた くさんの死者やけが人がで ました。私たち家族は家 も着 る物 も

な くして しまい,難 民 と してブ リスベ ンへ い くことにな りま した。人 々は長 い列 をつ

くって順番に予防注射を うけ,伝 染病 の検査を うけたあ と,ア ンセ ッ ト航空 に乗 せら

れてブ リスベ ソへ送 られ ま した。

ブ リスベ ソでは赤十字 の援助 で古着を もらい,昔 の兵舎だった アー ミー ・バ ラック

に収容 され ま した。けれ ど赤十字に もらった物 のほかは,何 もあ りませんで した。

ここには4年 ほ どいた と思います。そのあ と私たちは アデ レー ドに移 りました。 こ

こで母 は病院に勤め,私 はハイスクールに入学 しま した。 このアデ レー ドでは,そ の

まえに しば らく住んだ ブ リスベ ンでもそ うですが,人 々の私に対す る態度や接触の し

かたが ダーウィンとは違 っていたのを覚えてい ます。買い物にいっても,何 をす るの

に も人 よ り余計に またされま した。

・・イス クールをおえ ると,私 たちは ダーウィンにも どり,郊 外 のパ ラップPalapに

住 み ました。1981年 で す。その頃のダー ウィンには中国人や フィ リッピソ人,ア ボ リ

ジニや 日本人,イ タ リア人がた くさんいま した。 きっ とそのせいだ と思いますが,こ

こでは私は他 の人たち と違 うあつかいを うけた ことはあ りません。

そのころの私 は,祖 父や祖母の文 化につ いては何 も知 らなか った。祖母 は小 さい と

きに トライバ ルな社会をでてい るし,両 親は私が小 さい ときに離婚 していま した。そ
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の うえ母は英語 しか話 しませんで した。

ハイス クールを卒業 してダーウィン に もどった私は,州 政府 のアボ リジニ関係の仕

事について2年 間働 きました。この とき夫 と出会 って結婚 しま した。18歳 のときです。

夫は ア リス ・スプ リングス生れ の白人で,ペ ンテ コステ派の人 で した。

私が長女 を出産 したのは1982年 です。その翌年,夫 がペ ソテ コステ派のための仕事

をす るのだ とい うので,私 たちはブルームに移 りま した。 ここには4年 住み ました。
ほ

その間に次女ができました。1984年 です。夫は昼は教会の仕事をし,夜 は役場の夜警

をしていました。当時の私は2人 の子供の世話をするだけの毎日でした。

そ して1987年 に,夫 の都合でホールズ ・クリークへ移 りました(図5)。 ここで私

はアボ リジニ医療セソターの受け付けの仕事を得ました。そのころ私は仕事をしなが

ら,ア ボリジニはそれ以外の人と何が違 うのか,私 たちV'は何がおこっているのかを

考えていました。受け付けの仕事は単純で,何 のポリシーもあ りません。ただ人に挨

拶し,郵 便を仕分けるだけです。

当時,夫 は聖書の勉強のためにアデ レー ドへでたがっていました し,私 も自分 自身

の文化や歴史を知るべきだと考えていたので,ア デレー ドへいって第3段 階 レベルの

図5お もな地名と言語グループ
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教育を受け るにはいい機会だ と思いま した。 自分た ちの歴史 と文化を知 り,ア ボ リジ

ニのためにな る仕事をす るには ,ア デ レー ドへでてカ レッジに入 るべ きだ と考え まし

た。 この ころ,こ の地方にはた くさんの人類学者 がきて,い ろんな写真を撮 り記録を

つ くってい ました。けれ ど私は 自分 のことを何 も知 らず,誰 も教 えて くれ ません。

私が アデ レー ドか らダーウィンに もどったのは1981年 で したが,そ のとき1人 の フ

ィ リッピン人のパール ・ダイバー と知 り合いにな りま した。彼はハーフ ・カース トが

多 く集 るパ ラップに住み,Lalakia出 身 の母を もってい ましたが,そ の彼 もLalakia

の こ とについては何 も知 りませんで した。

私 が家族 とともにホールズ ・ク リー クか ら再びアデ レー ドへでたのは1988年 です。

私はアボ リジニの文化や言葉については何 も知 らなか ったので,カ レッジではオース

トラ リア民族誌 の コースを と りました。 この勉強を とお して,私 はアボ リジニ文化の

豊か さ,貴 さを知 る とともに アボ リジニの文化に誇 りを感 じ,自 分自身が誰であるか

を知 ることがで きました。その頃は とっても幸せな時代 で した。 勉強 したのは3年 間

で,ア ボ リジニに関す る福祉問題 でB.A.を と り,1990年 に コースを修了 しました。

それまでの3年 間,私 は学校へい き,子 供を育てなが らタソダニアや南オ ース トラ

リア州立博物館な どでアルバイ トを しま した。ち ょうどその頃,州 立博物館でアボ リ

ジニの ドリー ミソグの特別展をや っていた ので,こ の展示 の解説員のアルバイ トもし

ま した。夫は昼は聖書 の勉強にか よい,夜 はスーパー ・マーケ ッ トの夜警を して働 い

てい ました。

カ レッジを卒業 した とき,私 は ノーザ ンテ リトリーの地方町キ ャサ リソで,ア ボ リ

ジニのため の州政府 の仕事を得 ました。 これは1年 契約 で したが,私 たち家族はキ ャ

サ リソへ移 りま した。 この仕事は,ア ボ リジニの親たちのネ ッ トワークを支援す る事

業や,学 生や生徒を もつ アボ リジニの親 を支援す る事業 な どです。そのほか アボ リジ

ナル ・コ ミュニティの雇用促進事業 に もつ きま した。 これ らの仕事のために,12ヵ 月

間の うち10ヵ 月間,私 は中央砂漠に暮 らすRadjamanu,Warpiliや ア ーネムラン ドの

Grundji,カ ーペ ンタ リア湾に近 いYanulaな どの トライバルな社会 をい くつ も訪 問

しました。 自分で トラックを運転 して彼 らの コ ミュニテ ィへ いき,女 性吃 対象に して

手紙の書 き方を教えた り,彼 女たちが何 を望み,何 を したいかをたずね,そ のために

は政府 の どの部門に どう交渉 した らよいかな どを話 しあい,教 え ました。

この仕事を とお して,私 はいろんな文化 をもつ人たち と接触 し,そ の文化について

現地で実際 に学ぶ ことができま した。私が この仕事を している間,夫 は家事一切をや

って くれ ま した。ふつ うの家庭の男 と女が入れかわ ったみたいな生活です。 同時に彼
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は家でギターを教えた り,パ ーテ ィーにでかけてい ってギターを演奏 した りして アル

バイ トを していま した。

州立図書館 のアボ リジニ ・サ ー ビス部 門で職員を募集 しているのを知 ったのは,こ

の仕事を していた ときです。新聞でみま した。 こんないい仕事 はないと思 って,さ っ

そ く応募 しま した。Yanulaの コ ミュニテ ィにい る時,電 話 で面接 があ って私は採用

され ま した。応募者 は全部 で5人 だ ったそ うです。

ここの仕事 は とてもいい仕事 です。で も政府の アボ リジニ政策 の担 当者は,都 市 に

住む人たち と辺境 の人たち との違 いについては何 も知 らない と思います。 この2つ の

人hの ための政策 は別べつにあ るべ きだ と思い ます。それに実際,北 の辺境 に住む人

と南 の都市に住む人 との アボ リジニ同志の交流 も非常 にむずか しい。私 はそ う思い ま

す。 でもこの仕事についてアボ リジニの人 々の力になれ,い まは とって も幸せです。

私 自身は都市 も辺境 の コミュニテ ィも,正 直にい ってあま り好 きではあ りません。

それぞれ に良い ところ も悪 いところ もあ ります。私はで きれば ブ ッシ3の なかでキ ャ

ソプ ・ファイアーをたいて,自 然の中で家族 と一緒にす ごせた らな と思 っています。

それが私 に とっての理想 の場所。 これが私 の ドリー ミソグか な。

値)Elizabeth氏 の生活 の背景

ダーウィンに生れたElizabeth氏 が もの こころつ いた1970年 代 初め,彼 女 によると,

ア ボ リジニは 自らが アボ リジ ニであることに誇 りを もてなかった とい う。それは1950

年 代 か ら60年 代 なか ばまで継続 された同化政策 と,そ の後の統 合政策 によって,ア ボ

リジニであ ることを否定 されつづけた ことの結果 であった。その ころ,ア ボ リジニの

諸要 求に道を開 こ うとす るSelf-Determination政 策 が連邦政府 によって採用 され る

が,そ れは まだ彼 らの間に浸透 していなか った。

その一方で,ア デ レー ドの よ うな大都市をは じめ地方町において も,都 市 のアボ リ

ジニは固有 の文化 を もたない低所 得労働 者層 とみ られ て いた[ECxERMaNNl977:

296-297】 。 この よ うな認識を アボ リジニ以外 の人 々に もた らしたのは,1軒 の家に多

数の人が居住 し 最 も多い場合で40人 が一緒 に住んだ ことが記録 されている,

大 量の食物 を一度に買い入れ短時 日で消費 して しまい,つ ぎの社会保障金の支給 日ま

ではパ ソとマーガ リンだけでつ な ぐとい ったこ と,お よび母親 が子供にはほ とん どし

つけを しない とい った ことな どであった[11.il.L-NGTONl971:1G-13】 。

そ うした状 況のなかで ブ リスベ ン,ア デ レー ド,ダ ーウィン,そ して西オ ース トラ

リア州の2つ の地方 町へ と移 り住 んだElizabeth氏 は,や がて 自己 と自民族文化,あ
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るいは アボ リジニであることの意 味を考えは じめる。そ の動機 は,こ れ らの町や都市

での経験だけでな く,彼 女に とって他者であるはず の人類学者 がアボ リジニを知 ろ う

としてい るのに反 し,自 らはそれ について何 も知 らない ことに も求め られた。

これ らが カ レッジへ の進学 を決意 させ,彼 女 を再び アデ レー ドへ と導いた。 この カ

レッジでElizabeth氏 は,ア ボ リジ ニ民族誌 を専攻す る。それ は彼女に文化的アイデ

ソテ ィテ ィの獲得 をもた らした。

カ レッジを卒業 する と,彼 女は ノーザ ソテ リトリーの地方 町キ ャサ リソで,子 供を

もつ アボ リジニの親 たちの支 援や,彼 らの コ ミュニティにおける雇用促進事業にたず

さわ る。Elizabeth氏 に とってこの仕事は,ア ボ リジニである彼女 がアボ リジニを支

援す るための最初 の実践であ った。彼女が担 ったのは,1980年 代 後半か ら本格化す る

州 政府 の事業 で あ る。 た とえぽ雇 用促進事 業 は,1977年 に 連 邦政 府 のAboriginal

EmploymentDevelopmentPolicyの も とで ノーザ ソテ リ トリーの辺境の コ ミsニ ティ

を対象に開始 され た。

この雇用促進事業 は コミュニテ ィ居住者の失業保険金を一括 してプール し,コ ミュ

ニテ ィ発展のための事業をお こし,コ ミュニテ ィ ・メソバ ーをその事業に雇用 して,

彼 らの現金収 入をサポー トす るものであ る 【CDEPWORKINGPARTYREPORTl990】 。

それは現在,狩 猟 ・漁撈活動な どとい った伝統指向的 な経済活動に支障 をきたすな ど,

あ らた な問題を生みだ してきている 【ARTHURl991】 。 しか し,と もか く彼女 はこの

事業に もたず さわ り,ア ボ リジニのための仕事を実践す る。

こ うして トライパ ルな社会 と都市社会の両方 を知 ることにな った彼女は,政 府 のア

ボ リジニ政策 がSelf-Determination政 策 に もとつ く汎 アボ リジ ニ主義にい まだに よっ

ていることを批判す る。その彼女 の話 しぶ りには,自 己を超 えてアボ リジニを知 ろ う

とす る姿勢がみられ るのであ り,そ れ故に彼女は都市か らも トライバル社会か らも距

離を保 と うとしているかの よ うである。その彼女は 「キャンプ ・ファイアーをたいて,

自然の中で家族 と一緒に暮 らしたい」 といい,そ れが 「私 の ドリー ミソグかな」 とい

う。Elizabeth氏 に とって,伝 統社会が もった ドリー ミソグの宗教性は,も はや大 き

な意味を もたな くなってい るのである。

】v.討 論 都市に生 きること

オース トラリア連邦 という国家の枠組みのなかで,都 市のアボリジニはその時どき

の政策に規定されて人生をおくってきた。 しかし,面 接調査によって得 られたこれら
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の資料は,被 面接者の選択と事例の少なさのために,都 市に住むアボリジニ社会を代

表 しているとはいい難い。この限界をいくらかでも克服するために,こ こでは面接で

知 り得た事柄,お よび1950年 代の同化政策以後におけるい くつかの報告から抽出され

る基本的な事項のあわせて5つ について,人 々の意見を検討することにしたい。

その5つ の項目は①都市に住むこと,② 辺境に住む人々に関す るもの,③ 学校教育,

④NewAustralianの 評価,⑤ 現在の政策としての多文化主義についてである。

1.都 市 に住 む こ と

広域 アデ レー ドに居住す るアボ リジニは,1981年 セ ンサスでは総人 口の3.6%を 占

め る。その当時,彼 らの居住家屋は図の ような分布を示 してお り,一 般的にみて アデ

レー ド市北 郊のサ リスベ リーSalisvury市 には ヨーク半島お よび南 オース トラリア州

北部の出身者 が多 く,ポ ー ト ・アデ レー ド市 では ポイ ソ ト・マ ックレーやマー レー川

中 ・下流域か らの移住者 が多い。 ゲールらによると[GALEandWUNDERSITZl982:

102],1975年 か らの5年 間にポー ト・アデ レー ドに移住 した人hの6割 強が,こ の地

に親族を もっていた とい う。

しか し,上 述 した事例か らも推察 され るよ うに,現 在の広域 アデ レー ドに居住す る

アボ リジニ人 口の約半数 はこの地に生れた人 々か らな り 【南 オース トラ リア州立博物

館のP.Clark氏 の教示 による】,彼 らと従前か らの在住者は ともに 「人」を意味する

ウエス ト・コース ト地方 の言葉で 自らをNunga(s)と よんでいる。

そ うした人 々のなかで,ハ イ スクールを卒業 して以来30年 以上 にわたってアデ レー

ドに居住 してきた1941年 生 れ のMarry氏 は,都 市に暮 らす こ とをつ ぎの ように説 明

す る。「ここには仕事が あ り,家 があ り,家 族がい るか らです。家族 とい って も白人

がい うような核家族ではな くて,叔 母や叔父の家族,イ トコの家族を含 めた大 きな フ

ァ ミリーです。 この ファ ミリーは同郷 の出身者 との間に深いつ なが りを もってい ま

す。私の場合な らそれはポイ ン ト・ピアスです。それが私たちの都市での生活 の精神

的な支 えです。 けれ ど・現代化 した私たちは伝統社会 の神話や儀礼 については全 く何

も知 りません。 ス ピー ドの早い忙 しい都市 の社会に対応 して生 きてい くのに精一杯だ

か らです」。

アデ レー ドに居住す るアボ リジニが同郷の出身者 と強いつなが りをもつ ことは,さ

きのJudy氏 の発言に も認め られた ように,人 々の存在感 と深 くかかわ ってきた。 こ

れは従来の研究 でも指摘 されて きた ことで,た とえばキ リソ トソは1970年 の ポー ト・

アデ レー ドでの面接調査 において,当 時30歳 と17歳 で あ った男性のつぎの ような意見
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図6ア デ レー ドに居 住 す る ア ボ リジ ニの住 宅 分 布[GALEa--CIWUNDER＄ITZl982:54] .
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を紹介 してい る。

「同 じ リザーブの出身者 は相互 にStick-upし てお り,そ の状態は多 くの人 々か ら

うらや ましが られ,と きには嫉妬 され る」 とか,「 これ までず っと都会人 として生活

して きたが,自 分を リザ ーブにアイデ ンテ ィフ ァイ した い」 とい った例 であ る 【KILレ

INGToNl971:14-20】 。

それは彼 らのアイデンティ テ ィが,親 族関係を媒 介に して確認可能 な出身地を基礎

に もつ ことを明らかにす る。都市のアボ リジニに とって,そ れはそのまま自らが どの

トライ ブの系譜につながる人であ るかを明確にす る。無論,そ の確認の手続 きは,父

系出 自を基本 とした伝統社会 とは異 っている。 白人 との混血 の子孫である前 出のBet-

ty氏 やMagaret氏 の よ うに,そ れは多 くの場合 アボ リジニである母方の系譜 をた ど

ることにな る。 こうした事情 の故 に,上 述 した面接において も,彼 女 らは祖 父母 との

関係を確認 した り,出 身地 を明 らかに した うえで,そ れぞれの生活体験を語 りは じめ

た のである。

しか しこの ことは,都 市に住 むアボ リジニ自身に,ポ イ ソ ト・マ ックレー出身者 と

か ウエス ト・コース ト出身者 とい った ような出身地 にもとついた人 の区別,な い し認

識 を もた らす ことになる。そ うした彼 らアボ リジニ相互 の認識に関す る基本概念を論

じた シュワブは[SCHWAB1991:81-82】,認 識 の中核 をなすのは家族 とその血縁の親

族であ り,特 定の ミッシ ョンや リザ ーブとい った出身地 を同 じくするそれ以外の親族

であ ると述べ る。そ して この認識が,し ば しぽ トライバルな識別 と対応す るこ とを明

らか に してい る。そ して,そ の彼 らの認識の最外縁に位置す るのは,UnknownPer-

sonと よぽれ る人 々であるとい う。

したが ってアデ レー ドへの新 しい移住者 に とって,こ の社会 は強い閉鎖性 を もつ こ

とになる。それが もっとも顕著 に作用す るのは,南 オース トラ リア州北部 をは じめ と

す る伝統指向型 の トライバルな社会か らの移住者 であ り,遠 隔地や他州か らの移住者

に対 してであ る。アデ レー ドに居住す る彼 らの数 も,同 じ出身地 の人 も少ない うえに,

しぼ しぼ彼 らの態度や しぐさを包含 したもの としての言葉,服 装な どが アデ レー ド在

住者 と異 なる。何 よ りも認識の中核 をなす親族は,移 住 してきた家族以外にない こと

が多いか らであ る。

ただ しこの認識の カテ ゴ リーは,不 変 では ない。UnknownPersonが 人 々の認知を

得 るには長 い年月が必要だ とはいx..そ れ に8年 を要 した例があ る,移 住者た

ちもいずれは認知 された人 々の地 位を獲得す る ことが知 られている[Scxwas1991:

81-8210
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その彼らは,都 市に住むアボリジニの現状についてつぎのようにいう。たとえぽア

デレー ドで30年をす ごしたサウス ・イース ト出身の51歳になる女性は 「いまの若者は

完全に文化をなくしてしまった。彼らは同じトライブの出身者同志でも平気で結婚 し

た りする。彼らを リザーブに連れていって再教育すべ きだ」とい う。伝統社会がもっ

た外婚規制は,現 代の都市ではもはや全 く意味をもたなくなった。あるいは1941年生

れの別の女性は 「いまのアデレー ドのアボリジニは,私 たちとちがってアボリジニ同

志の連帯 もなく,子 供にもほとんどしつけを しない」 と語る。

1950年代以後,ヨ ーロッパ人との結婚がすすむなかで,彼 らはいまこうしてまずア

ボ リジニであろうとする。それはいわゆる白人社会の彼らへの対応に対する,現 実的

な不満や批判となって表出する。

その1つ の例として,さ きに紹介したポー ト・アデレー ド市のNgurunderiCouncil

の建設をめぐる地域住民の反応がある。カウンシルの建設が決定するとこの地域の住

民は,多 数のアボリジニが集 り,酒 をのみ,治 安が悪 くな り,土 地の価格が下がると

い うことを理由に,カ ウンシル建設に反対 したとい う。これはキ リス ト教会の援助 と

裁判とによって解決したが,都 市社会はこの種の現実的な問題をいくつか抱えている

とみられる。

そ うした事実への人hの 不満は,つ ぎのような発言に集約されるのかもしれない。

「我われはオース トラリアのために鉄道や道路の建設に従事 した し,軍 隊に入って国

を守 りもした。それなのに政府もオース トラリア人もこのことを何も評価 しない。そ

れを獲得するためにも我われは連帯 しなけれぽならない」。これは,「スピー ドの早い

忙 しい都布の社会に対応 して生 きてい くのに精一杯です」 と話 した,さ きのMarry

氏の意見である。

2.辺 境に住む人々について

アデ レー ドに在住す る多 くの アボ リジニは,辺 境に住む人 々を,伝 統文化 の確かな

保持者 だ ととらxて いる。その彼 らに とって自らの出身地 である南部諸地域,と りわ

けかつての ミッシ ョ、ソは,辺 境には含 まれ ない。

た とえぽ,Ngarrindjeriを 主 としたポイ ソ ト・マ ックレイの場合,ミッション とし

て運営が開始 された当初か ら,そ の資金調達 のために彼 らは果樹を栽培 し,刈 り取 っ

た ウール の水洗 いに従事 し,コ ー ラス ・グル ー プを結成 して公演 をお こな うな ど

[.TENKIN1979】,狩 猟採集 とは無縁 な経済活動を継続 して きたか らである。それ故に

このミッション は,1840年 代 にお いて さえ,外 部か らはす でに 「辺境の単 なるスラム
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にす ぎず」,「他 と識別で きる ような文化 を もはや保持 していなかった」 とみ られ てい

た 【INGLIS1964:115-116】 。

現在,ア デ レー ドに住む人hy"と っての辺境 は,南 オース トラ リア州北部や ノーザ

ンテ リ トリーである。その南オース ドラ リア州北部 に1967年 に 建設 され たアボ リジナ

ル ・コ ミュニテ ィ,イ ンダル カナを訪問 したMargaret氏 は,上 述 した面接において,

伝 統文化を保持する人 々の生活にカルチ ャー ・シ ョックを うけた と語 る。また,ノ ー

ザ ソテ リトリーの トライバ ルなコ ミュニテ ィを数多 く訪 問 したElizabeth氏 は,北 の

辺境 に住む人 々と南の都市居住者 との交流は非常に困難だ と話 してい る。

この2人 の意見は,彼 女 らが アボ リジ ニのなかに異 った世界 の存在をみ,都 市 と辺

境の間に文化的距離を感 じていることを明 らか にす る。それはアデ レー ド在住者 が も

つ辺境 のアボ リジニ観の1つ であ る。 これ に対 して都市居住者 のなか には,自 らを辺

境 の文化的 な脈絡 のなかにお こうとす る例 がある。 それは多 くのアデ レー ド在住者が

出身地に 自己をアイデ ンテ ィファイす ることへの対応 ともとれ る行 為であ り,そ れ 自

体1つ の辺境 のアボ リジニ観 とみ られ るものである。

西 オース トラ リア州 出身で,ア デ レー ド北部 のサ リスベ リー市に住むJack氏 の生

き方が,そ の例 となる。10数 年間にわた って広域 アデ レー ドに居住 して きた30歳 代後

半のJack氏 はつ ぎのよ うにい う。「アデ レー ドへ きてか らは,コ ミュニテ ィ ・カ レッ

ジの ピチ ャソチャチ ャラ語 の講座にでた こともあ る。むつか しくて モノにな らなか っ

たが。 それを機会に長老 と知 り会いになれ,伝 統文化を教 えて もらった。 クイ ンズ ラ

ソ ド州であった ダ ンス ・フェステ ィバルではボデ ィ ・ペイ ンテ ィソグを して皆 と一緒

にお どったこ ともある。私 は夕陽か らも,風 か らも,雲 やオ ームの鳴 き声か らもメ ッ

セージを うけ とることがで きる。た とえぽオームがそぽへ きて鳴いた りす ると,そ れ

は知人か親族 の誰 かが私をたずねて くることの予 兆だ」。

西 オース トラ リア州 出身のJack氏 は,こ うして南 オース トラ リア州北部 の伝統指

向型 の社会に積極的に コ ミヅ トす る。彼 のこの行為は,ア デ レー ドとい ういわぽ異郷

に移住 した都市のアボ リジニとして,自 己を同定するために,別 の地域 の別 の文化を

習得 しようとす るものである。彼 に とって辺境は,居 住経験 の有無 とは無関係に,ア

イデ ソテ ィテ ィと深 くかかわ る二次的な出身地[SCxwaB1991:80】 を なす ので ある。

都市 と辺境 との文化的距離への対応 か らは,少 な くともこの2つ の辺境の アボ リジ

ニ観が明 らか になる。 しか し,そ れは人hが おかれた時代の情況につれ て,変 化 して

きた。た とえぽ長 い同化策のあとの1960年 代,都 市 の人hは 自らを辺境 の人hよ りソ

フィスティケー トされ ている とみな していた 【INGLISl961】 。70年 代 になって も類似
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した辺境 のアボ リジニ観 のあった ことが報告 されてい る。 いわゆ るフ リンジ ・ドゥエ

ラーを体験 し,白 人 と結婚 して ポー ト・アデ レー ド市Y'住 んだ女性 は,「 多数の都市

アボ リジニは,北 か らや って くる トライバ ルな人 々を こわが ってい る」 と語 っていた

[KILLINGTON1973:91-92]0

3.学 校 教 育

南 オース トラリア州の学校制度では,プ ライマ リー7年,セ コ ンダ リー5年(い ず

れ も最低必要年限)で,カ レッジを含むターシ ャリー段階 の教育は3年 以上 とな って

いる。 この制度の もとでは,ア ボ リジニ子弟だけを対象に した公的な学校教育はお こ

なわれ なか った。彼 らも白人 の子弟 も同 じ学校にか よったのであ り,ア ボ リジニの子

弟だけを対象に した教育 は リザーブや ミッシ ョンに限 られ ていた。そ こでの教育内容

は,英 語 の読み書 きと会話 および算数が中心で,上 述 したBetty氏 やJudy氏 の 発言

に もある ように,こ の教育が彼 らの伝統文化を破壊 した主要な要因の1つ とな った。

そのJudy氏 と,同 じく同化政策 の時代に少女期 をす ご したMargaret氏 とは,と

もに1950年 代 にハイス クールを卒業 している。 また前 出のMarry氏 も,1960年 代 に

アデ レー ドで ビジネス ・カ レッジをおえている。 しか し,ハ イスクール卒業 とい う学

歴 の保持者は きわめて少 ない。1970年 当時,そ の割合は白人が約23%で あ るのに対 し

て,ア ボ リジニは約2%に す ぎなか った。当時で もアボ リジニの多 くは進級が遅 く,

低 学年 の うちに学校 をやめ て しま う者 が多か った 【BosTocK1977:135,138]。

そ うした なかで,比 較 的高 い学歴を もつ人が女性である ことは偶然ではない。 ゲー

ルに よると 【G飢E1972:243-244】,男 性は就学期間5～7年 で プライマ リー段階を

やめて しま うことが多いのに対 し,女 性 では プライマ リーか らセコンダ リー段階にか

けて8年 か ら10年 以 上就 学す る例が多 いか らであ る。1981年 に おいて も,セ コソダ

リーの教育を うけ るアボ リジニ子弟への奨学金の受領者 は,63%が 女 性に よって 占め

られ てい る 【BuRGMAN1982】 。 カ レッジを卒業 し,B,A.を 取 得 したElizabeth氏 は,

彼 らの社会に おけ るエ リー トとい うべ きであろ う。

そ うした学歴や就学期 間の長短は,都 市 に生 きる彼 らに とって,職 業の選択に も影

響 を与 えるなど,現 実的 な生活上の問題 を もた ら している。その一方で一部の 白人の

間には,多 文化主義 とのかかわ りのなかで,ア ボ リジニに対す るこの種 の公的な学校

教育 のあ りかたへの批判 が現れは じめている。それは彼 らを能力に もとつ いて個別化

す る ものであ り,白 人 中心的な価値 を植 えつけ る成績主義だ とす る批判 である 【Mox-

RIS1988:X1]0
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4.NewAustralianと 多 文 化 主 義

1949年,オ ース トラ リア連邦が基幹労働者 として受け入れた移民は約50万 人,当 時

の総人 口の6%に 達 した。彼 らはその2/3が 非 イギ リス系移 民であ り,多 様 な出身地

の故にNewAustralianと よぼれ,そ の後20年 間 にわた ってオース トラ リアの経済発

展に貢献す る 【MoLoNY1987:295】 。

そのNewAustralianに つ いて,上 述 したMargaret氏 は,ポ ーラソ ド人 との結婚 も

あ って きわめ て好意的である。 しか し,こ れ がそ のまま当時 の都市居住者 の一般的な

見解だ ったか ど うかは疑わ しい。南 オース トラ リア州北部 出身 のRobert氏 は,「 彼 ら

が私 たちを差別 しなか った とは思わない。彼 らは私 たちを平気 でアボ リジニとよん

だ」 とい う。 自らをNunga(s)と よぶ アデ レー ド在住者に とって,そ れは差別的 な言

葉 であ った。 アボ リジニとい う呼称その ものが,彼 らに とっては,す でに述べ たオー

ス トラ リア ・アボ リジニ史のなかか ら生みだ された ものである。 しか し移民は,そ う

した経緯をほ とん ど何 も知 らなかった。む しろ大多数の アボ リジニにとって,多 数 の

移民が都市に吸収 され,仕 事を得,家 をもった ことのほ うが問題 であった。

いずれに して も,こ の大量移民の受け入れは,や がて この国の社会や政治に変革 を

せ まる ことにな る。具体的にはそれは1970年 代 における多文化主義の台頭 と,そ れを

背景 に した アボ リジニの土地権の承認 として現れ る 【MORRIS1988:67】 。

その多文化主義は,各 々のエス ニ ック ・グループに よる利己的 プログラムの過度の

強調 を排 した うえで,民 族の多面的な結合をめ ざす もの として1975年 に公表 され る。

しか し,こ れについて もアデ レー ドに住 むアボ リジニは否定的 な見解を もっている。

た とえば,前 出のMarry氏 は,「 この施策 は移民を優遇す るだけです。彼 らの言語,

音 楽,食 べ物,舞 踊その他 をオース トラ リア人 と同等に評価す る。けれ ど,ア ボ リジ

ニの言語や文化の維持については,こ の施策 は私た ちを少 しも勇気づけて くれ ない」

と受け とめている。あ るいはさきのNgurunderiCounci1所 長Johnny氏 は つぎの よう

にい う。「多文 化主義か らは じき出 されてい るグル ープが1つ だけあ る。それ がアボ

リジニだ。私がそ うい うのは失業率 の高 さが証 明 してい るか らだ。 この コ ミュニテ ィ

の労働人 ロ約2000人 の50%が 失 業 中だ。政府はアボ リジニの失業率 もその他のエス ニ

ック ・グル ープの失業率 も同 じだ とい うが,母 数 が違 う。 アンフェアーとい うしかな

い」。多文化主義の もとでは,企 業は一定の割合でエス ニ ック ・グループ出身者 を雇

用 することが義務づけ られているか らであ る。

大量 の移民が もた らした変革の もう1つ は アボ リジニの土地権の承認 であ る。1976
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年,連 邦議会はAboriginalLandRights(NothernTerritory)Act1976を 全 会一致 で可

決する。それが実際に施行 され,ア ボ リジナル ・ラン ド ・トラス トと称 され るアボ リ

ジニの土地財団が管理す る地域が設定 され るのは,1980年 の ことである。

これが注 目され るのには,い くつかの理 由が ある。その1つ は,こ の法律が ノーザ

ンテ リトリー全域を対象 に,ア ボ リジニへ の土地の返還請求権を認めた ことである。

2つ めはそのアボ リジニを以下の よ うに規定 した ことであ った。す なわ ちそれは 「特

定の土地 につ いて精神的 な帰属意識を もち,ア ボ リジニの伝統に したが って,そ の土

地の全域 にわた って遊動す る資格を もつ こと」 とした。 さらに 「アボ リジ ニの伝統 」

につ いては,「 アボ リジ ニまたは彼 らの コ ミュニテ ィない しグループが もつ伝承,儀

礼,慣 習,信 仰 であ り,そ れ らの根幹が人や場所,土 地,事 物 あるいは親族関係のな

か で機能 している こと」 と規定 した[NEATEl989:15】 。 これ らの規定は,特 定の土

地 とのかかわ りのなかで 自己の存在を確認 してきた,い わゆ る辺境 のアボ リジニの宗

教 および価値観 を積極的に認 めた ものである。 モ リスは これ を,ア ボ リジニ政策に導

入 されたエス ニシテ ィの例だ とす る 【MORRIsl988:81】 。

こ うした動 向は南 オース トラ リア州において も,・'1年 代 の2つ の土地権法の制定

に反映 され る。それはThePitjantjatjaraLandRightsAct1981とTheMaralinga

TjarutjaLandRightsActl984で あ る。 しか しこの2つ の法律は,そ の名称が示す よ

うに,南 オ ース トラ リア州北部 の個 々の グル ープを対象 に した ものであった。それ故

に これは都市の居住者 にとって,ほ とんど現実的な意味をもたなか った。

V.ま と め

都市 に居住す るアボ リジニは,積 極的な隔離か ら同化政策の時代 に形成 された。 そ 、

れ故に,た とえ トライバ ルな社会の出身者 であって も,彼 らは 自らが所属 した文化 と

断絶す ることにな った。そ うした人 々に とって自己の存在 を保証 したのは,近 縁の親

族や出身地 であ る。 この親族や出身地が もつ意味は,多 文化主義政策の もとで,い ま

再びアボ リジニであろ うとす る人 々に とって も変 らない。

そ して彼 らは アボ リジニであることを,ア ボ リジニの出自を もつ ことす なわち血 と,

そ の血が保証す る他民族 にはないSpiritualityと して認識す る。その認識 が,彼 らの

マナ ーや行動 の総体 としてのスタイルを確か なもの とす る。 こ うした精神的 な裏づけ

をもつスタイル,シ ュワブの用例 を借 りれ ばBlackfellaWayは[SCHWAB1991],ア

デ レー ドに在住す る人々の行動 の規範 とみて よい。 アデ レー ドのアボ リジニ社会が閉
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鎖性を もつのは,こ のためである。

そのBlackfellaWayは,イ ギ リス系オース トラリア人における行動 の様式,マ イ

トシ ップMateshipに 対 応 させ得る。彼 らはイギ リスを離れてか ら今 日までの間に,

独 立心 と友情,相 互扶助 の意識を基礎 にもつ マイ トシップとい う行動の様式 を確立 し

て きた。それはイギ リス系 オース トラ リア人の生活の,少 な くとも1つ の よ りどころ

であ った。

この よ うな視点に立てば,こ のBlackfellaWayは,イ ギ リス系オ ース トラ リア人

と同 じ文脈 において,ア デ レー ドに居住す る人 々の文化の創造 の現れ とみ ることがで

きる。その文化 に,辺 境の伝統指 向型社会 との連続性や同質性 を求め る必要はない。

それはあ くまで もNunga(s)の 文 化 なのであ る。

付 記

この報告のもとになった資料は,文 部省科学研究費補助金国際学術研究(共 同研究 課題番

号02044162)に も とつ く調査によって得たものである。調査にご協力いただいた各位にお礼申

しあげる。またこの報告の内容に関しては,国 立民族学博物館の共同研究 「世界の周辺諸民族

の現在」(代 表者清水昭俊教授)に おける発表で,班 員各位から有益なコメントをいただいた。

記してお礼申しあげる。
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